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保護者、在校生、来賓からの温かい拍手で緊張も少し
ほぐれた様子。「部活と勉強を頑張り、友達もたくさん作って、充実した

中学生活を送りたいです」 

早見保育園でお
世話になった先生
に、新入生が入学
の報告にやってきま
した。担任だった吉
岡先生は「立派に
なった卒園生に会
えてとても嬉しかっ
たです。これからも
保育園に遊びに来
てくださいね」と目を
細めていました。

888126

桜原小学校の校門前で、6年生が「早く学校生活に慣
れてね。わからないことがあったら何でも聞いてね」と笑
顔で呼びかけていました。

議会中継サイト
こちらから

　　

議会は年４回（３月・６月・９月・１２月）
定例会が開かれます。

町ホームページからは本会議の生中継が
ご覧いただけます。

傍聴する場合は、役場３階の傍聴席入り口で
住所・氏名を記入ください。

　4月12日（水）に中学校、13日（木）に小学校の
入学式が行われました。
　新入生はマスクを外しての入学式で、恥ずかしい
気持ちもあってか、緊張した面持ちでした。
　新しい環境に慣れて、楽しい学校生活を送ってほ
しいと願っています。



　3月25日（土）に原田小学校区コミュニティ運営協
議会主催の「凧揚げ大会」が開催され、満開の桜が咲
く南町民センター芝生広場では、多くの親子連れで
賑わいました。
　思い思いの凧を揚げて楽しんだ子どもたちからは
「久しぶりに走り回れて楽しかった」「桜の花がきれ
いな広場で凧揚げできて良かった」といった声があ
がっていました。
　運営協議会の赤松会長は「コロナも収束に向かって
いるので、地域活性化のため住民の皆様が元気になる
ようなイベントを開催していきたい」と話していました。

　この春卒業した中学生は、新型コロナの影響
で入学式が行われませんでした。また小学生も
修学旅行が県内で行われるなど学校行事に制限
の多い学年でした。
　卒業式では、運動会や体育会など全員で力を
合わせて頑張った思い出が「答辞」や「別れの言
葉」に込められ、新たな目標に向かって希望に満
ち溢れた児童・生徒たちの顔を見ることができ
ました。

　3月4日（土）・5日（日）に中央公民館と住民福祉センターで、
町民文化のつどいが3年ぶりに開かれました。
　オープニングでは、宇美東中学校吹奏楽部の演奏が披露さ
れ「久しぶりで緊張したけど、皆さんの前で演奏できたことが嬉
しかった」との声が聞こえました。
　作品展示の部では、文化サークルの皆さんや町内の小中学
生から多くの作品が寄せられ、鑑賞に訪れた皆さんも目を見
張っていました。
　コロナ禍で開催準備を続けてこられた役員の皆さんは「全小
中学校から作品が寄せられてよかった」と話していました。

　3月5日（日）に総合スポーツ公園で「蹴－１グランプリ福岡
大会 in 宇美町」が開かれ、議会も大会を盛り上げようと「うみ
ギイーンズ」として参加しました。
　蹴－１グランプリは、2020年に宇美町とともに町制施行100
周年を迎えた宮崎県都農町発祥のスポーツで、サッカーのPK
合戦の要領で対戦します。
　今回は一般の部32チーム、ジュニアの部5チームが、リーグ
戦とトーナメント戦で激戦を繰り広げました。
　特別ゲストに、元サッカー日本代表の山下芳輝さん、デフ
サッカー日本代表GKの松元卓巳さん、アンプティサッカー元
日本代表の野間口圭介さんにも参加していただきました。
　福岡大学女子サッカー部OＧチームの「JOCCERS」からは
「ずっと待ち望んでいた大会でとても楽しかったです。来年は
優勝を目指します」との感想でした。

第43回町民文化のつどい

蹴－１グランプリ福岡大会 ｉｎ 宇美町

た こ

うみギイーンズと町長率いるドリームチーム

「JOCCERS」は、小さなお子さんと一緒に参加山下芳輝さんと松元卓巳さんによる始球式

　新型コロナウイルス感染症の第8波を乗り
越えて、いよいよ脱コロナの雰囲気が垣間見
えてきました。
　さまざまな事業を企画しながらも、度重な
る感染拡大で中止に追い込まれましたが、各
種イベントも開催できるようになりました。

　今後も感染症対策を行いつつ、いかにして
町に活力と賑わいを取り戻すかという時期に
入ったと思われます。
　議会からも、イベント会場に足を運び、共に
楽しみながら主催者や参加者の声を聴き、支
えていきたいと考えています。
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「久しぶりに走り回れて楽しかった」「桜の花がきれ
いな広場で凧揚げできて良かった」といった声があ
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　運営協議会の赤松会長は「コロナも収束に向かって
いるので、地域活性化のため住民の皆様が元気になる
ようなイベントを開催していきたい」と話していました。

　この春卒業した中学生は、新型コロナの影響
で入学式が行われませんでした。また小学生も
修学旅行が県内で行われるなど学校行事に制限
の多い学年でした。
　卒業式では、運動会や体育会など全員で力を
合わせて頑張った思い出が「答辞」や「別れの言
葉」に込められ、新たな目標に向かって希望に満
ち溢れた児童・生徒たちの顔を見ることができ
ました。

　3月4日（土）・5日（日）に中央公民館と住民福祉センターで、
町民文化のつどいが3年ぶりに開かれました。
　オープニングでは、宇美東中学校吹奏楽部の演奏が披露さ
れ「久しぶりで緊張したけど、皆さんの前で演奏できたことが嬉
しかった」との声が聞こえました。
　作品展示の部では、文化サークルの皆さんや町内の小中学
生から多くの作品が寄せられ、鑑賞に訪れた皆さんも目を見
張っていました。
　コロナ禍で開催準備を続けてこられた役員の皆さんは「全小
中学校から作品が寄せられてよかった」と話していました。

　3月5日（日）に総合スポーツ公園で「蹴－１グランプリ福岡
大会 in 宇美町」が開かれ、議会も大会を盛り上げようと「うみ
ギイーンズ」として参加しました。
　蹴－１グランプリは、2020年に宇美町とともに町制施行100
周年を迎えた宮崎県都農町発祥のスポーツで、サッカーのPK
合戦の要領で対戦します。
　今回は一般の部32チーム、ジュニアの部5チームが、リーグ
戦とトーナメント戦で激戦を繰り広げました。
　特別ゲストに、元サッカー日本代表の山下芳輝さん、デフ
サッカー日本代表GKの松元卓巳さん、アンプティサッカー元
日本代表の野間口圭介さんにも参加していただきました。
　福岡大学女子サッカー部OＧチームの「JOCCERS」からは
「ずっと待ち望んでいた大会でとても楽しかったです。来年は
優勝を目指します」との感想でした。

第43回町民文化のつどい

蹴－１グランプリ福岡大会 ｉｎ 宇美町

た こ

うみギイーンズと町長率いるドリームチーム

「JOCCERS」は、小さなお子さんと一緒に参加山下芳輝さんと松元卓巳さんによる始球式

　新型コロナウイルス感染症の第8波を乗り
越えて、いよいよ脱コロナの雰囲気が垣間見
えてきました。
　さまざまな事業を企画しながらも、度重な
る感染拡大で中止に追い込まれましたが、各
種イベントも開催できるようになりました。

　今後も感染症対策を行いつつ、いかにして
町に活力と賑わいを取り戻すかという時期に
入ったと思われます。
　議会からも、イベント会場に足を運び、共に
楽しみながら主催者や参加者の声を聴き、支
えていきたいと考えています。
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「このまちが、いい。」
　わたしたちの誇り  宇美
　　第７次宇美町総合計画を可決

12月•1月
臨時会
３月
定例会

第７次総合計画書冊子老朽化した宇美小学校体育館

2

3

第７次宇美町総合計画 〈概要版〉

総合計画って何だろう？ 人口▶宇美町が目指す町の将来像とまちづくりの方針をまとめた
　とても大切な計画です。

▶人口推計

町民意識調査

●総合計画は、宇美町に「暮らす人」、「働く人」、「学ぶ人」、「訪れる人」など宇美町に関わる
人々と町の将来像を共有し、すべての町民が幸せを実感できるまちとしてこれからも
発展していくための計画です。●宇美町には、子育て、教育、福祉、防災、都市計画、環境など分野ごとにたくさんの計画が
あります。総合計画は、こうしたすべての計画の基本となる最も重要な計画です。

●第７次宇美町総合計画は、令和5年度～12年度の８年間の計画として、宇美町が目指す
町の将来像や計画の柱となる基本目標などを示しています。

▶共に未来の宇美町をつくっていくための羅針盤
　総合計画は、宇美町の現状と課題を見直すとともに、住民アンケートやワークショップ、
パブリックコメントを実施し、たくさんの町民や宇美町に関係する方々に意見を聴いて
つくられました。また、町民の代表や有識者などが委員となっている総合計画審議会では、
１年以上かけて話し合いが行われました。

たくさんの人の思いが計画に込められているんだね。これからも、みんなの声をきいてまちづくりをすすめてほしいな。

宇美町の総人口は、減っていく見込みなんだね…。働く世代や子どもの数も減っていくみたいだし…どうなるのかな？

おじいちゃん、おばあちゃんが元気に暮らしながら、子育て世代も暮らしやすい、みんなに「住みたい」、「住み続けたい」と
選んでもらえるようなまちづくりをしていく必要があるね。

人口が減っていくと、行政サービスの維持が難しくなったり、町の活気が
なくなったりするし、これから色々な取り組みが必要なんじゃないかな…。

町の施策についての評価や定住意向などについてアンケートを行うとともに、まちづくりについての意見をいただきました。

うみまちトークカフェ（分野別）住民の方や町内で活動されている様々な団体の方に分野ごとに集まっていただき、これからのまちづくりについての思いや意見を伺いました。中学生アンケート中学２年生から、どんなまちになったらよいかなどについてアンケートで意見をいただきました。

うみまちトークカフェ（高校生）県立宇美商業高等学校で開催し、参加した生徒から町のよいところやよくないところ、これからのまちづくりについて意見を伺いました。総合計画審議会町民の代表や有識者の方々に、総合計画の内容について審議していただき、町長への答申をいただきました。

パブリックコメント総合計画案を公表し、町民等から意見をいただきました。

　宇美町の人口は減少傾向にあり、今後は、さらに急速な高齢化と生産年齢人口の減少が
予想されています。
　町は、活力あるまちづくり進めることで人口減少を抑制し、赤いラインの人口を維持して
いくことを目標としています。

高齢者人口（65歳以上）

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～14歳）
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感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
に
策
定
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

全
職
員
を
対
象
に
計
画

の
全
体
像
か
ら
個
別
の

政
策
ま
で
理
解
度
を
深
め
る
た
め

に
学
習
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

職
員
が
総
合
計
画
を
意

識
し
て
業
務
に
当
た
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

対
応
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
宇
美
小
学
校
体
育

館
外
壁
等
改
修
工
事

　
宇
美
小
学
校
体
育
館
は
、建
築

後
49
年
が
経
過
し
て
お
り
、建
物

が
老
朽
化
。改
修
内
容
は
、屋
上

防
水
・
外
壁
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
で
あ
る
。

○
工
事
箇
所
　

　
宇
美
町
宇
美
三
丁
目
９
番
１
号

　
地
内

○
請
負
契
約
額

　
１
億
２
２
９
８
万
円

○
工
事
請
負
人

　
株
式
会
社
　
岩
堀
工
務
店

　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

　
98
・
94
％

○
工
期

　
契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

　
令
和
５
年
10
月
31
日

※

万
円
未
満
は
四
捨
五
入

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
２

０
４
万
円
を
追
加
。予
算
総
額
１

４
７
億
２
０
７
７
万
円
。

　
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
。

◇
ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
事

業
費

１
億
６
１
４
９
万
円
増
額

　
寄
附
の
最
終
見
込
額
５
億
円
に

対
す
る
シ
ス
テ
ム
利
用
料
、運
営

代
行
手
数
料
、返
礼
品
費
用
な
ど

の
関
連
経
費
。

◇
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

５
２
２
７
万
円
増
額

　
重
度
訪
問
介
護
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
経
費
。

◇
荒
廃
森
林
整
備
工
事
請
負
費

７
０
６
万
円
増
額

　
町
と
森
林
所
有
者
が
協
定
を
締

結
し
、荒
廃
し
た
森
林
を
健
全
な

森
林
に
再
生
す
る
た
め
、間
伐
な

ど
森
林
整
備
を
行
う
経
費
。

工
事
請
負
契
約
締
結

　
条
例
審
査
に
つ
い
て
は
、議
長

を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
条
例
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、活
発

な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

宇
美
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
民
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、親
権
者
の
懲
戒
権

に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、国

の
保
育
施
設
等
の
運
営
基
準
も
同

様
に
改
正
さ
れ
た
た
め
。

今
後
、子
ど
も
が
社
会
通

念
上
、や
っ
て
は
な
ら
な

い
行
動
を
行
っ
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
。

国
も
体
罰
に
よ
ら
な
い

子
育
て
を
推
奨
し
て
い

る
。町
と
し
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、保
護
者
と
十
分
に
接

し
な
が
ら
、子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◇
子
ど
も
医
療
費４

６
３
万
円
増
額

　
疾
病
の
発
見
と
治
療
を
促
進
す

る
た
め
、子
ど
も
に
係
る
医
療
費
の

一
部
を
保
護
者
に
支
給
す
る
経
費
。

◇
公
園
整
備
工
事
請
負
費

２
２
０
０
万
円
増
額

　
ひ
ば
り
が
丘
南
公
園
ほ
か
７
公

園
に
あ
る
耐
用
年
数
の
９
割
を
経

過
し
た
遊
具
の
更
新
に
係
る
経
費
。

※

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
を
活
用
。

◇
桜
原
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
室
間
仕

切
り
改
修
事
業
費

１
８
２
万
円
増
額

　
特
別
支
援
学
級
児
童
の
増
加
に

伴
い
余
裕
教
室
が
な
い
た
め
、パ

ソ
コ
ン
室
改
修
工
事
を
行
い
教
室

を
確
保
す
る
経
費
。

◇
体
育
施
設
整
備
工
事
請
負
費

13
万
円
増
額

　
４
月
か
ら
開
始
す
る
宇
美
南
町

民
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場
の
一
般
開

放
事
業
に
伴
い
、利
用
に
係
る
注

意
事
項
等
を
記
載
し
た
看
板
を
設

置
す
る
経
費
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
歩
み
出
そ
う
次
の
１
０
０

年
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
宇
美
町
歩
み
出
そ
う
１
０
０
年

基
金
を
延
長
す
る
た
め
の
改
正
。

１
０
０
年
基
金
を
延
長
す

る
こ
と
で
、具
体
的
な
活

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
民
の
誰
も
が
と
も
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
事

業
と
、町
の
活
性
化
に
直
結
す
る

よ
う
な
場
所
で
賑
わ
い
を
生
み
出

す
た
め
の
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

２
つ
の
事
業
を
実
施
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
新
た

な
基
金
と
し
て
、計
画
的

な
使
用
や
寄
附
さ
れ
た
方
の
想
い

に
沿
っ
た
予
算
編
成
を
実
行
で
き

な
い
か
。新

た
な
基
金
を
創
設
す

る
方
向
で
話
を
進
め
て

い
る
が
、基
金
の
創
設
時
期
や
運

用
方
針
な
ど
、令
和
５
年
度
に
議

論
し
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

宇
美
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、町
の
条
例
を

新
た
に
制
定
。

国
の
や
り
方
に
合
わ
せ
る

と
自
治
体
の
独
自
性
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
、町
独
自
の
個
人
情

報
保
護
の
規
制
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
の
か
。

国
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、各
自
治
体
で
同
じ

取
扱
い
を
す
る
よ
う
法
律
改
正
し

て
い
る
。当
町
の
個
人
情
報
の
取

扱
い
は
、今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　個
人
情
報
の
不
正
利
用
、不
当

に
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
関
与
す
る

権
利
、情
報
の
自
己
決
定
権
等
を

い
か
に
保
障
し
、法
の
中
で
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
が
一
番
の
急
務

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
た
め
、

反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　安
川

　禎
幸
議
員

　
今
回
の
改
正
は
、全
国
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、デ
ジ
タ
ル

化
の
時
代
に
お
い
て
、逆
に
個
人

情
報
を
守
る
た
め
の
改
正
と
捉
え

て
い
る
た
め
、賛
成
と
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

宇
美
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例

　
提
出
者
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
藤
木
　
泰

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正

さ
れ
た
。こ
れ
に
伴
い
、宇
美
町
議

会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
切

な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
で
議
会
の

条
例
を
新
た
に
制
定
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

委
員
会
発
議

問答

問答

問答

問答

問答 宇
美
町
総
合
計
画
策
定

補 

正 

予 

算

条
例
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

　白
水

　英
至
議
員

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集

３
月
定
例
会

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
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令和5年5月15日発行 4



「このまちが、いい。」
　わたしたちの誇り  宇美
　　第７次宇美町総合計画を可決

12月•1月
臨時会
３月
定例会

第７次総合計画書冊子老朽化した宇美小学校体育館

2

3

第７次宇美町総合計画 〈概要版〉

総合計画って何だろう？ 人口▶宇美町が目指す町の将来像とまちづくりの方針をまとめた
　とても大切な計画です。

▶人口推計

町民意識調査

●総合計画は、宇美町に「暮らす人」、「働く人」、「学ぶ人」、「訪れる人」など宇美町に関わる
人々と町の将来像を共有し、すべての町民が幸せを実感できるまちとしてこれからも
発展していくための計画です。●宇美町には、子育て、教育、福祉、防災、都市計画、環境など分野ごとにたくさんの計画が
あります。総合計画は、こうしたすべての計画の基本となる最も重要な計画です。

●第７次宇美町総合計画は、令和5年度～12年度の８年間の計画として、宇美町が目指す
町の将来像や計画の柱となる基本目標などを示しています。

▶共に未来の宇美町をつくっていくための羅針盤
　総合計画は、宇美町の現状と課題を見直すとともに、住民アンケートやワークショップ、
パブリックコメントを実施し、たくさんの町民や宇美町に関係する方々に意見を聴いて
つくられました。また、町民の代表や有識者などが委員となっている総合計画審議会では、
１年以上かけて話し合いが行われました。

たくさんの人の思いが計画に込められているんだね。これからも、みんなの声をきいてまちづくりをすすめてほしいな。

宇美町の総人口は、減っていく見込みなんだね…。働く世代や子どもの数も減っていくみたいだし…どうなるのかな？

おじいちゃん、おばあちゃんが元気に暮らしながら、子育て世代も暮らしやすい、みんなに「住みたい」、「住み続けたい」と
選んでもらえるようなまちづくりをしていく必要があるね。

人口が減っていくと、行政サービスの維持が難しくなったり、町の活気が
なくなったりするし、これから色々な取り組みが必要なんじゃないかな…。

町の施策についての評価や定住意向などについてアンケートを行うとともに、まちづくりについての意見をいただきました。

うみまちトークカフェ（分野別）住民の方や町内で活動されている様々な団体の方に分野ごとに集まっていただき、これからのまちづくりについての思いや意見を伺いました。中学生アンケート中学２年生から、どんなまちになったらよいかなどについてアンケートで意見をいただきました。

うみまちトークカフェ（高校生）県立宇美商業高等学校で開催し、参加した生徒から町のよいところやよくないところ、これからのまちづくりについて意見を伺いました。総合計画審議会町民の代表や有識者の方々に、総合計画の内容について審議していただき、町長への答申をいただきました。

パブリックコメント総合計画案を公表し、町民等から意見をいただきました。

　宇美町の人口は減少傾向にあり、今後は、さらに急速な高齢化と生産年齢人口の減少が
予想されています。
　町は、活力あるまちづくり進めることで人口減少を抑制し、赤いラインの人口を維持して
いくことを目標としています。

高齢者人口（65歳以上）

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～14歳）
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総合計画って何だろう？
人口

▶宇美町が目指す町の将来像とまち
づくりの方針をまとめた

　とても大切な計画です。

▶人口推計

町民意識調査

●総合計画は、宇美町に「暮らす人
」、「働く人」、「学ぶ人」、「訪れる人

」など宇美町に関わる

人々と町の将来像を共有し、すべ
ての町民が幸せを実感できるま

ちとしてこれからも

発展していくための計画です。

●宇美町には、子育て、教育、福祉
、防災、都市計画、環境など分野ご

とにたくさんの計画が

あります。総合計画は、こうしたす
べての計画の基本となる最も重要

な計画です。

●第７次宇美町総合計画は、令和
5年度～12年度の８年間の計画と

して、宇美町が目指す

町の将来像や計画の柱となる基本
目標などを示しています。

▶共に未来の宇美町をつくっていく
ための羅針盤

　総合計画は、宇美町の現状と課
題を見直すとともに、住民アンケ

ートやワークショップ、

パブリックコメントを実施し、た
くさんの町民や宇美町に関係する

方々に意見を聴いて

つくられました。また、町民の代表
や有識者などが委員となっている

総合計画審議会では、

１年以上かけて話し合いが行われ
ました。

たくさんの人の思いが計画に込めら
れているんだね。

これからも、みんなの声をきいてま
ちづくりをすすめてほしいな。

宇美町の総人口は、減っていく見込
みなんだね…。

働く世代や子どもの数も減っていく
みたいだし…どうなるのかな？

おじいちゃん、おばあちゃんが元気
に暮らしながら、

子育て世代も暮らしやすい、みんな
に「住みたい」、「住み続けたい」と

選んでもらえるようなまちづくりをし
ていく必要があるね。

人口が減っていくと、行政サービス
の維持が難しくなったり、町の活気

が

なくなったりするし、これから色々な
取り組みが必要なんじゃないかな…

。

町の施策についての評価や定住意
向などにつ

いてアンケートを行うとともに、ま
ちづくりにつ

いての意見をいただきました。

うみまちトークカフェ（分野別）

住民の方や町内で活動されている様
々な団体の

方に分野ごとに集まっていただき、
これからの

まちづくりについての思いや意見を
伺いました。

中学生アンケート
中学２年生から、どんなまちにな

ったらよい

かなどについてアンケートで意見
をいただき

ました。

うみまちトークカフェ（高校生）

県立宇美商業高等学校で開催し、参
加した生徒

から町のよいところやよくないところ
、これからの

まちづくりについて意見を伺いました
。

総合計画審議会
町民の代表や有識者の方々に、総

合計画の内

容について審議していただき、町長
への答申を

いただきました。

パブリックコメント
総合計画案を公表し、町民等から意

見をいただ

きました。

　宇美町の人口は減少傾向にあり
、今後は、さらに急速な高齢化と生

産年齢人口の減少が

予想されています。

　町は、活力あるまちづくり進める
ことで人口減少を抑制し、赤いライ

ンの人口を維持して

いくことを目標としています。

高齢者人口（65歳以上）
生産年齢人口（15～64歳）年少人口（0～14歳）
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町

　　　令和5年3
月

編集　宇美町役場
まちづくり課

　　　〒811-219
2

　　　福岡県糟屋
郡宇美町宇美五丁

目１番１号

　　　TEL. 092
-932-1111（代表

）

　　　FAX. 092
-933-7512

宇美町総合計画
「このまちが、いい

。」

　　　　　　わた
したちの誇り  宇美

令和５年度～令和
12年度

第7次

〈概要版〉

　
３
月
定
例
会
は
、７
日
か
ら
23

日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

当
初
予
算
案
を
は
じ
め
と
す
る
22

議
案
が
提
出
さ
れ
、す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、委
員
会
発
議
１
件
を
可

決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
議
員
が
10
項

目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

第
７
次
宇
美
町
総
合
計
画
を
策
定

　
急
速
な
社
会
情
勢
の
変
化
や
多

様
化
す
る
町
の
課
題
を
踏
ま
え
、町

の
将
来
像
を「『
こ
の
ま
ち
が
、い

い
。』わ
た
し
た
ち
の
誇
り
　
宇
美
」

と
し
、す
べ
て
の
町
民
が
幸
せ
を
実

感
で
き
る
持
続
可
能
な
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
に
策
定
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

全
職
員
を
対
象
に
計
画

の
全
体
像
か
ら
個
別
の

政
策
ま
で
理
解
度
を
深
め
る
た
め

に
学
習
会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

職
員
が
総
合
計
画
を
意

識
し
て
業
務
に
当
た
る

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

対
応
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
宇
美
小
学
校
体
育

館
外
壁
等
改
修
工
事

　
宇
美
小
学
校
体
育
館
は
、建
築

後
49
年
が
経
過
し
て
お
り
、建
物

が
老
朽
化
。改
修
内
容
は
、屋
上

防
水
・
外
壁
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
な

ど
で
あ
る
。

○
工
事
箇
所
　

　
宇
美
町
宇
美
三
丁
目
９
番
１
号

　
地
内

○
請
負
契
約
額

　
１
億
２
２
９
８
万
円

○
工
事
請
負
人

　
株
式
会
社
　
岩
堀
工
務
店

　
宇
美
営
業
所

○
落
札
率

　
98
・
94
％

○
工
期

　
契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

　
令
和
５
年
10
月
31
日

※

万
円
未
満
は
四
捨
五
入

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
２

０
４
万
円
を
追
加
。予
算
総
額
１

４
７
億
２
０
７
７
万
円
。

　
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
。

◇
ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援
寄
附
事

業
費

１
億
６
１
４
９
万
円
増
額

　
寄
附
の
最
終
見
込
額
５
億
円
に

対
す
る
シ
ス
テ
ム
利
用
料
、運
営

代
行
手
数
料
、返
礼
品
費
用
な
ど

の
関
連
経
費
。

◇
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

５
２
２
７
万
円
増
額

　
重
度
訪
問
介
護
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
経
費
。

◇
荒
廃
森
林
整
備
工
事
請
負
費

７
０
６
万
円
増
額

　
町
と
森
林
所
有
者
が
協
定
を
締

結
し
、荒
廃
し
た
森
林
を
健
全
な

森
林
に
再
生
す
る
た
め
、間
伐
な

ど
森
林
整
備
を
行
う
経
費
。

工
事
請
負
契
約
締
結

　
条
例
審
査
に
つ
い
て
は
、議
長

を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
条
例
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、活
発

な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

宇
美
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
民
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、親
権
者
の
懲
戒
権

に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
、国

の
保
育
施
設
等
の
運
営
基
準
も
同

様
に
改
正
さ
れ
た
た
め
。

今
後
、子
ど
も
が
社
会
通

念
上
、や
っ
て
は
な
ら
な

い
行
動
を
行
っ
た
場
合
に
ど
の
よ

う
に
指
導
し
て
い
く
の
か
。

国
も
体
罰
に
よ
ら
な
い

子
育
て
を
推
奨
し
て
い

る
。町
と
し
て
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、保
護
者
と
十
分
に
接

し
な
が
ら
、子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

◇
子
ど
も
医
療
費４

６
３
万
円
増
額

　
疾
病
の
発
見
と
治
療
を
促
進
す

る
た
め
、子
ど
も
に
係
る
医
療
費
の

一
部
を
保
護
者
に
支
給
す
る
経
費
。

◇
公
園
整
備
工
事
請
負
費

２
２
０
０
万
円
増
額

　
ひ
ば
り
が
丘
南
公
園
ほ
か
７
公

園
に
あ
る
耐
用
年
数
の
９
割
を
経

過
し
た
遊
具
の
更
新
に
係
る
経
費
。

※

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
を
活
用
。

◇
桜
原
小
学
校
パ
ソ
コ
ン
室
間
仕

切
り
改
修
事
業
費

１
８
２
万
円
増
額

　
特
別
支
援
学
級
児
童
の
増
加
に

伴
い
余
裕
教
室
が
な
い
た
め
、パ

ソ
コ
ン
室
改
修
工
事
を
行
い
教
室

を
確
保
す
る
経
費
。

◇
体
育
施
設
整
備
工
事
請
負
費

13
万
円
増
額

　
４
月
か
ら
開
始
す
る
宇
美
南
町

民
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場
の
一
般
開

放
事
業
に
伴
い
、利
用
に
係
る
注

意
事
項
等
を
記
載
し
た
看
板
を
設

置
す
る
経
費
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
歩
み
出
そ
う
次
の
１
０
０

年
基
金
条
例
の
一
部
改
正

　
宇
美
町
歩
み
出
そ
う
１
０
０
年

基
金
を
延
長
す
る
た
め
の
改
正
。

１
０
０
年
基
金
を
延
長
す

る
こ
と
で
、具
体
的
な
活

用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
民
の
誰
も
が
と
も
に

参
加
で
き
る
よ
う
な
事

業
と
、町
の
活
性
化
に
直
結
す
る

よ
う
な
場
所
で
賑
わ
い
を
生
み
出

す
た
め
の
事
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

２
つ
の
事
業
を
実
施
し
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
新
た

な
基
金
と
し
て
、計
画
的

な
使
用
や
寄
附
さ
れ
た
方
の
想
い

に
沿
っ
た
予
算
編
成
を
実
行
で
き

な
い
か
。新

た
な
基
金
を
創
設
す

る
方
向
で
話
を
進
め
て

い
る
が
、基
金
の
創
設
時
期
や
運

用
方
針
な
ど
、令
和
５
年
度
に
議

論
し
て
い
く
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

宇
美
町
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
る
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、町
の
条
例
を

新
た
に
制
定
。

国
の
や
り
方
に
合
わ
せ
る

と
自
治
体
の
独
自
性
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
、町
独
自
の
個
人
情

報
保
護
の
規
制
が
制
限
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
の
か
。

国
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
、各
自
治
体
で
同
じ

取
扱
い
を
す
る
よ
う
法
律
改
正
し

て
い
る
。当
町
の
個
人
情
報
の
取

扱
い
は
、今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　個
人
情
報
の
不
正
利
用
、不
当

に
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
関
与
す
る

権
利
、情
報
の
自
己
決
定
権
等
を

い
か
に
保
障
し
、法
の
中
で
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
が
一
番
の
急
務

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
た
め
、

反
対
と
す
る
。

賛
成
討
論

　安
川

　禎
幸
議
員

　
今
回
の
改
正
は
、全
国
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、デ
ジ
タ
ル

化
の
時
代
に
お
い
て
、逆
に
個
人

情
報
を
守
る
た
め
の
改
正
と
捉
え

て
い
る
た
め
、賛
成
と
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

宇
美
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例

　
提
出
者
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
長
　
藤
木
　
泰

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る

た
め
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
り
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
が
一
部
改
正

さ
れ
た
。こ
れ
に
伴
い
、宇
美
町
議

会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
切

な
取
扱
い
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
で
議
会
の

条
例
を
新
た
に
制
定
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

委
員
会
発
議

問答

問答

問答

問答

問答 宇
美
町
総
合
計
画
策
定

補 

正 

予 

算

条
例
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長

　白
水

　英
至
議
員

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
当
初
予
算
　
議
会
が
注
目
し
た
予
算
の
使
い
道

３
月
定
例
会

うみ議会だよりNo.89
令和5年5月15日発行5



● ふるさと宇美町応援寄附事業
【予算：2億6,369万円】

　ふるさと宇美町応援寄附金に対する代行手数
料、返礼品費用、配達料、広告料などに係る経費。
　本年度は前年度を超える寄附額になること
を期待する。

● 宇美町妊産婦応援事業（新規事業）
　【予算：120万円】

　妊産婦が安心して出産や育児ができる環境
を整えるための経費。事業内容は、ヘルパー派
遣助成、タクシー利用助成などがある。
　新規事業のため、広報・SNS等での周知に期
待する。

● 一本松公園スケートボード場
　 第2期整備工事請負費

　【予算：300万円】

　以前から要望があった一本松公園スケー
トボード場の路面範囲を拡大する経費。
　利用者・町内土木業者・町職員による協働
事業の推進が期待される。

● JR宇美駅前広場整備工事請負費
　【予算：450万円】

　ＪＲ宇美駅前広場のトイレ洋式化などの改
修工事経費。
　利用者の利便性と駅前広場の魅力の向上に
期待する。

● 防犯カメラ設置補助金
　【予算：100万円】

　自治会等が行う街頭犯罪等防止対策を目的
とした防犯カメラの設置に要する費用の一部
を補助する経費。
 ・ 町の補助限度額　1台につき25万円
　1団体につき年間4台まで
　さらなる安全で安心なまちづくりを期待する。

● 町有地樹木管理業務委託料
　【予算：531万円】

　町有地のり面内に設置されている小段側溝の
排水機能を保持するため、樹木等の伐採・剪定に
要する経費。令和3・4年度に引き続き実施する。
 ・ 対象地：四王寺坂二丁目地内
　大規模災害を防止するため、令和6年度以降
も実施されることを望む。

● 宇美スマートインターチェンジ
　 設置検討調査業務委託料

【予算：1，370万円】

　宇美町を縦断する九州縦貫自動車道へのＩ
Ｃ設置を検討するため、現状を把握し、将来交
通量推計や整備方針を調査するための経費。
　早期実現に期待する。

● 武道館改修工事実施設計
　 業務委託料　　　【予算：810万】

　指定避難所である武道館のトイレおよび空
調機の改修工事に係る設計のための経費。
　避難所としての利便性向上、武道、スポー
ツの振興につながることを期待する。

ホームページはこちらから ▶

▲ ガバメントクラウドファンディングを
　 募る相撲場のイメージ

こどもみらい課の窓口にお越しください須恵町のスマートインターチェンジ第一避難所としても利用される町立武道館

（万円未満四捨五入）

議会が注目した 主な予算の使い道議会が注目した 主な予算の使い道令和5年度
一 般 会 計

小さな子どもが安心して使えるスケボー場に

駅
前
広
場
ト
イ
レ
の
現
状

宇
美
駅
前
の
防
犯
カ
メ
ラ（
参
考
）

側
溝
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
樹
木
を
剪
定

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集

３
月
定
例
会

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

うみ議会だよりNo.89
令和5年5月15日発行 6



● ふるさと宇美町応援寄附事業
【予算：2億6,369万円】

　ふるさと宇美町応援寄附金に対する代行手数
料、返礼品費用、配達料、広告料などに係る経費。
　本年度は前年度を超える寄附額になること
を期待する。

● 宇美町妊産婦応援事業（新規事業）
　【予算：120万円】

　妊産婦が安心して出産や育児ができる環境
を整えるための経費。事業内容は、ヘルパー派
遣助成、タクシー利用助成などがある。
　新規事業のため、広報・SNS等での周知に期
待する。

● 一本松公園スケートボード場
　 第2期整備工事請負費

　【予算：300万円】

　以前から要望があった一本松公園スケー
トボード場の路面範囲を拡大する経費。
　利用者・町内土木業者・町職員による協働
事業の推進が期待される。

● JR宇美駅前広場整備工事請負費
　【予算：450万円】

　ＪＲ宇美駅前広場のトイレ洋式化などの改
修工事経費。
　利用者の利便性と駅前広場の魅力の向上に
期待する。

● 防犯カメラ設置補助金
　【予算：100万円】

　自治会等が行う街頭犯罪等防止対策を目的
とした防犯カメラの設置に要する費用の一部
を補助する経費。
 ・ 町の補助限度額　1台につき25万円
　1団体につき年間4台まで
　さらなる安全で安心なまちづくりを期待する。

● 町有地樹木管理業務委託料
　【予算：531万円】

　町有地のり面内に設置されている小段側溝の
排水機能を保持するため、樹木等の伐採・剪定に
要する経費。令和3・4年度に引き続き実施する。
 ・ 対象地：四王寺坂二丁目地内
　大規模災害を防止するため、令和6年度以降
も実施されることを望む。

● 宇美スマートインターチェンジ
　 設置検討調査業務委託料

【予算：1，370万円】

　宇美町を縦断する九州縦貫自動車道へのＩ
Ｃ設置を検討するため、現状を把握し、将来交
通量推計や整備方針を調査するための経費。
　早期実現に期待する。

● 武道館改修工事実施設計
　 業務委託料　　　【予算：810万】

　指定避難所である武道館のトイレおよび空
調機の改修工事に係る設計のための経費。
　避難所としての利便性向上、武道、スポー
ツの振興につながることを期待する。

ホームページはこちらから ▶

▲ ガバメントクラウドファンディングを
　 募る相撲場のイメージ

こどもみらい課の窓口にお越しください須恵町のスマートインターチェンジ第一避難所としても利用される町立武道館

（万円未満四捨五入）

議会が注目した 主な予算の使い道議会が注目した 主な予算の使い道令和5年度
一 般 会 計

小さな子どもが安心して使えるスケボー場に

駅
前
広
場
ト
イ
レ
の
現
状

宇
美
駅
前
の
防
犯
カ
メ
ラ（
参
考
）

側
溝
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
た
樹
木
を
剪
定

ペ
ー
ジ
内
容

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
表
決
一
覧
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藤
木
　
泰

審
議
結
果

討　論

宇美町個人情報の保護に関する法律施行条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

令和 5年度　宇美町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

議員名

議案名

議　案　名

第 7次宇美町総合計画 地方自治体が事業を進めるための最上位計画
計画期間：令和 5年度～令和 12 年度

町道路線の認定 路線名：四時田団地 7号線　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：ゆりが丘二丁目 457 番 16　終点：ゆりが丘二丁目 457 番 18

町道路線の認定 路線名：早見 17 号線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：宇美中央四丁目 3580 番 10　終点：宇美中央四丁目 3580 番２

町道路線の認定 路線名：浦尻 1号線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：明神坂三丁目 5386 番 37　　終点：明神坂三丁目 4549 番 46

工事請負契約の締結
令和 4年度　宇美小学校体育館外壁等改修工事
請負契約額：1億 2298 万円　　　　　　　　　　　　　　　　
工事請負人：株式会社岩堀工務店宇美営業所

令和 4年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 3号）  288 万円増額し、予算総額 5億 1031 万 3000 円

令和 4年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
（第 5号） １億 3621 万 3000 円増額し、予算総額 44 億 6882 万 9000 円

令和 4年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第 6号） 収益的収入 613 万円増額し、計 8億 1486 万 1000 円　
収益的支出 824 万 1000 円減額し、計 7億 8365 万 9000 円

令和 4 年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正
予算（第 3号）

収益的収入 50 万 5000 円増額し、計 9億 4720 万 6000 円
収益的支出 721 万 6000 円増額し、計 8億 7581 万 7000 円
資本的収入 900 万円減額し、計 5億 4342 万 1000 円
資本的支出 953 万 3000 円減額し、計 8億 6491 万 6000 円

令和 4年度　宇美町一般会計補正予算（第 10 号） 2億 4203 万 5000 円増額し、予算総額 147 億 2076 万 5000 円

宇美町国民健康保険条例の一部改正 出産育児一時金合計 50 万円

宇美町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部
改正 居住地特例の対象に養護老人ホーム等を追加

宇美町上水道給水条例の一部改正 ライフライン設備の設置・使用権に関して新たな規定

宇美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

児童虐待防止を図る観点から、民法及び児童福祉法に規定されて
いた親権者の懲戒権を削除

宇美町歩み出そう次の 100 年基金条例の一部改正 令和 5年 3月 31 日で効力を失うとする附則の失効規定を削除

宇美町会計年度任用職員の給与の特例に関する条例の
一部改正

町立保育園に勤務する会計年度任用職員の期末手当期別支給割合
を 1.275 月分に据え置く

令和 5年度　宇美町国民健康保険特別会計予算 予算総額 42 億 4601 万 2000 円

令和 5年度　宇美町上水道事業会計予算 収益的収入 8億 1462 万 8000 円　収益的支出 8億 618 万 8000 円
資本的収入 1億 3441 万 9000 円　資本的支出 3億 6082 万 3000 円

令和 5年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計予算 収益的収入 9億 3795 万 9000 円　収益的支出 8億 6654 万 9000 円
資本的収入 5億 1884 万 9000 円　資本的支出 8億 3935 万 6000 円

令和 5年度　宇美町一般会計予算 予算総額 126 億 4949 万 3000 円

宇美町議会の個人情報の保護に関する条例 個人情報の保護に関する法律が一部改正されたことに伴う条例の
制定
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計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

上
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

当
初
予
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長

　黒
川

　悟 

議
員

全会一致で承認・可決した議案

令和5年3月定例会　表決一覧
審議した議案と各議員の賛否 ○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集

３
月
定
例
会

当
初
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算
審
査
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会
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審
議
結
果

討　論

宇美町個人情報の保護に関する法律施行条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

令和 5年度　宇美町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 可決

議員名

議案名

議　案　名

第 7次宇美町総合計画 地方自治体が事業を進めるための最上位計画
計画期間：令和 5年度～令和 12 年度

町道路線の認定 路線名：四時田団地 7号線　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：ゆりが丘二丁目 457 番 16　終点：ゆりが丘二丁目 457 番 18

町道路線の認定 路線名：早見 17 号線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：宇美中央四丁目 3580 番 10　終点：宇美中央四丁目 3580 番２

町道路線の認定 路線名：浦尻 1号線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
起点：明神坂三丁目 5386 番 37　　終点：明神坂三丁目 4549 番 46

工事請負契約の締結
令和 4年度　宇美小学校体育館外壁等改修工事
請負契約額：1億 2298 万円　　　　　　　　　　　　　　　　
工事請負人：株式会社岩堀工務店宇美営業所

令和 4年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第 3号）  288 万円増額し、予算総額 5億 1031 万 3000 円

令和 4年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
（第 5号） １億 3621 万 3000 円増額し、予算総額 44 億 6882 万 9000 円

令和 4年度　宇美町上水道事業会計補正予算（第 6号） 収益的収入 613 万円増額し、計 8億 1486 万 1000 円　
収益的支出 824 万 1000 円減額し、計 7億 8365 万 9000 円

令和 4 年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計補正
予算（第 3号）

収益的収入 50 万 5000 円増額し、計 9億 4720 万 6000 円
収益的支出 721 万 6000 円増額し、計 8億 7581 万 7000 円
資本的収入 900 万円減額し、計 5億 4342 万 1000 円
資本的支出 953 万 3000 円減額し、計 8億 6491 万 6000 円

令和 4年度　宇美町一般会計補正予算（第 10 号） 2億 4203 万 5000 円増額し、予算総額 147 億 2076 万 5000 円

宇美町国民健康保険条例の一部改正 出産育児一時金合計 50 万円

宇美町重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部
改正 居住地特例の対象に養護老人ホーム等を追加

宇美町上水道給水条例の一部改正 ライフライン設備の設置・使用権に関して新たな規定

宇美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正

児童虐待防止を図る観点から、民法及び児童福祉法に規定されて
いた親権者の懲戒権を削除

宇美町歩み出そう次の 100 年基金条例の一部改正 令和 5年 3月 31 日で効力を失うとする附則の失効規定を削除

宇美町会計年度任用職員の給与の特例に関する条例の
一部改正

町立保育園に勤務する会計年度任用職員の期末手当期別支給割合
を 1.275 月分に据え置く

令和 5年度　宇美町国民健康保険特別会計予算 予算総額 42 億 4601 万 2000 円

令和 5年度　宇美町上水道事業会計予算 収益的収入 8億 1462 万 8000 円　収益的支出 8億 618 万 8000 円
資本的収入 1億 3441 万 9000 円　資本的支出 3億 6082 万 3000 円

令和 5年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計予算 収益的収入 9億 3795 万 9000 円　収益的支出 8億 6654 万 9000 円
資本的収入 5億 1884 万 9000 円　資本的支出 8億 3935 万 6000 円

令和 5年度　宇美町一般会計予算 予算総額 126 億 4949 万 3000 円

宇美町議会の個人情報の保護に関する条例 個人情報の保護に関する法律が一部改正されたことに伴う条例の
制定
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階
的
に
保
険
料
の

負
担
額
は
増
え
て
く
る
。収
入
に

応
じ
た
負
担
の
あ
り
方
を
国
が
検

討
し
て
い
る
た
め
、所
得
の
低
い

方
の
負
担
増
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

反
対
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　
こ
の
医
療
制
度
は
、後
期
高
齢

者
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
制

度
で
あ
る
が
、今
後
、保
険
料
の
負

担
増
と
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高

い
。こ
の
医
療
費
制
度
の
廃
止
を

訴
え
反
対
と
す
る
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

賛
成
討
論　
　
安
川

　禎
幸
議
員

　
団
塊
の
世
代
の
被
保
険
者
が
増

加
す
る
が
、そ
れ
を
世
代
間
で
支

え
る
必
要
が
あ
る
。そ
の
中
核
と

な
る
の
が
こ
の
制
度
で
あ
り
、こ

の
制
度
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
賛
成
と
す
る
。

　（
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
数
は
。

　
当
初
予
算
審
査
に
つ
い
て
は
、

議
長
を
除
く
議
員
全
員
に
よ
る
当

初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、活
発
な
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。後

期
高
齢
者
医
療
の
対
象

被
保
険
者
数
は
。

令
和
４
年
３
月
末
で
４

５
５
２
人
。

全
国
的
に
見
て
も
大
変
高

い
医
療
費
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の
取
組
は
。

医
療
費
の
適
正
化
の
た

め
に
特
化
し
た
体
制
を

機
構
改
革
で
検
討
し
て
い
る
。新

た
な
部
署
を
設
け
、医
療
費
の
削

減
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

今
後
、団
塊
の
世
代
の
被

保
険
者
増
に
よ
り
、保
険

料
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
。

令
和
５
年
２
月
で
７
１

０
９
人
。

国
保
税
の
滞
納
状
況
は
。

令
和
３
年
度
で
９
４
６

世
帯
。１
０
０
万
円
以
上

の
滞
納
は
66
世
帯
。

賛
成
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　景
気
が
低
迷
し
、苦
し
い
か
ら

こ
そ
、町
民
の
命
と
健
康
を
守
る

こ
の
制
度
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。今
後
、出
産
育
児
一
時
金
も
増

額
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
評
価
し
、

賛
成
と
す
る
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

　

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

等
か
ら
の
受
水
費
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

五
ケ
山
ダ
ム
の
受
水
費

が
１
０
０
％
減
免
さ
れ

て
い
た
が
、令
和
５
年
８
月
か
ら

は
80
％
減
免
と
な
る
こ
と
に
よ
り

増
額
と
な
る
も
の
。

水
道
料
金
の
値
下
げ
は
可

能
で
は
な
い
の
か
。

施
設
の
更
新
に
対
す
る

資
金
確
保
が
必
要
な
た

め
、料
金
の
値
下
げ
は
難
し
い
。

賛
成
討
論

　
　鳴
海

　圭
矢
議
員

　他
の
自
治
体
に
水
を
融
通
す
る

な
ど
担
当
課
の
努
力
を
評
価
す
る

と
と
も
に
、今
後
、企
業
団
の
構
成

団
体
で
受
水
量
の
調
整
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
賛
成
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

高
岸
地
区
の
道
路
復
旧
工

事
を
何
度
も
行
っ
て
い
る

が
、そ
の
要
因
は
。

地
下
水
の
変
動
等
の
影

響
で
道
路
の
沈
下
や
陥

没
が
発
生
し
た
と
判
断
し
て
い
る
。

　

今
後
の
下
水
道
整
備
計
画

は
。

令
和
５
年
、６
年
度
で
貴

船
４
丁
目
地
区
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

　
　平
野

　龍
彦
議
員

　
年
次
計
画
に
則
り
築
造
工
事
が

行
わ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

下
水
道
法
第
１
条
に
あ
る
都
市
の

健
全
な
発
達
、公
衆
衛
生
の
向
上

な
ど
が
推
察
さ
れ
る
た
め
賛
成
と

す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
）

問問

問

問

答問答

答

答答

問答

問答問答

問答

国
民
健
康
保
険
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

上
水
道
事
業
会
計

下
水
道
事
業
会
計

当
初
予
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長

　黒
川

　悟 

議
員

全会一致で承認・可決した議案

令和5年3月定例会　表決一覧
審議した議案と各議員の賛否 ○は賛成　×は反対を表しています

※古賀ひろ子議長に表決権はありません

ペ
ー
ジ
内
容

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
一
般
質
問
　
町
政
を
問
う
７
人
が
登
壇

うみ議会だよりNo.89
令和5年5月15日発行9



答

地域災害の
　防止に向けた取組は
防災ハザードマップの配布、
避難指示による安全確保

問
　
ひ
ば
り
が
丘
三
自
治

会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
に

あ
る
の
り
面
に
設
置
さ
れ

て
い
る
側
溝（
Ｕ
字
溝
）が
、

枯
葉
等
で
埋
も
れ
た
状
態

だ
が
対
策
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
側
溝（
Ｕ
字
溝
）は
雨
水

等
を
速
や
か
に
排
水
す
る

こ
と
で
、の
り
面
の
安
定

に
必
要
な
排
水
機
能
を
持

つ
構
造
物
で
あ
る
た
め
、

側
溝
内
の
枯
れ
木
、落
ち

葉
は
定
期
的
な
点
検
お
よ

び
撤
去
が
必
要
。

　
状
況
に
応
じ
て
委
託
業

者
も
し
く
は
職
員
に
よ
る

側
溝
内
の
支
障
物
の
撤
去

お
よ
び
補
修
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
の
り
面
の
上
層
部
に

木
々
が
覆
い
茂
り
、枯
れ

木
等
の
倒
木
が
見
ら
れ
る

が
そ
の
伐
採
対
策
と
実
施

時
期
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
倒
木
に
つ
い
て
は
緊
急

性
が
高
い
と
判
断
し
て
お

り
、令
和
５
年
度
３
月
末

ま
で
に
は
撤
去
を
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、の
り
面
上
層
部

の
山
林
部
分
に
つ
い
て
は
、

大
野
城
市
と
の
境
界
で
も

あ
る
た
め
、令
和
５
年
度

に
大
野
城
市
と
施
工
方
法

や
管
理
方
法
等
に
つ
い
て

協
議
し
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

問
　
の
り
面
に
附
帯
し
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥

離
、空
洞
化
お
よ
び
亀
裂

が
生
じ
て
い
る
が
、補
修

対
策
と
実
施
時
期
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
平
成
23
年
度
に
の
り
面

の
湧
水
処
理
、表
面
の
浸

食
防
止
と
し
て
モ
ル
タ
ル

吹
き
つ
け
、の
り
枠
等
の

点
検
、表
面
の
排
水
用
側

溝
の
設
置
を
行
っ
た
。

　
10
年
以
上
経
過
後
の
現

在
は
、モ
ル
タ
ル
吹
き
つ

け
や
側
溝
に
ひ
び
割
れ
が

生
じ
て
い
る
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
、国
の

指
針
に
基
づ
き
点
検
を
実

施
し
、修
繕
計
画
を
策
定

後
、順
次
、工
法
の
検
討
を

行
っ
た
上
で
対
策
を
講
じ

た
い
。

問
　
都
市
計
画
道
路
志
免

宇
美
線
の
拡
張
工
事
に
伴

う
浸
水
対
策
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
道
路
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
、雨
水
計
画
を
立
て
、

水
利
組
合
や
福
岡
県
土
整

備
事
務
所
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

　
農
業
用
水
路
を
道
路
の

雨
水
排
除
機
能
と
併
用
す

る
計
画
で
、こ
れ
ま
で
宇

美
川
に
排
出
し
て
い
た
雨

水
を
井
野
川
へ
分
流
す
る

こ
と
で
、平
成
地
区
の
浸

水
軽
減
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
町
内
に
は
災
害
危
険

個
所
が
多
数
あ
る
と
思
う

が
、災
害
防
止
対
策
の
方

針
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
長
大
の
り
面
等
は
、そ

の
多
く
が
団
地
造
成
期
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、数
十

年
が
経
過
し
て
い
る
。

　
住
民
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
の
り
面
を
対

象
に
、国
の
指
針
に
基
づ

き
点
検
を
実
施
し
修
繕
計

画
を
策
定
し
た
後
、順
次

工
事
に
着
手
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

配
布
や
周
知
、大
雨
や
台

風
接
近
時
等
に
は
避
難
所

を
開
設
し
、早
期
の
高
齢

者
等
避
難
や
避
難
指
示
を

発
令
し
、安
全
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

録画配信しています 各議員の質問のようすを動画でご覧いただけます

髙橋 紳章　議員 ―――― 11Ｐ
♦地域災害の防止に向けた取組は

丸山 康夫　議員 ―――― 12Ｐ
♦将来の公共交通網をどう構築するのか
♦買い物弱者への支援強化を

黒川　悟　議員 ―――― 13Ｐ
♦安心で安全な子育て環境の整備は

入江 政行　議員 ――― 14Ｐ
♦不登校児童・生徒の対策は
♦部活動地域移行により課題山積

安川 禎幸　議員 ―――― 15Ｐ
♦こども教育総合支援センター
　　　「うみハピネス」の今後の構想は

平野 龍彦　議員 ―――― 16Ｐ
♦第2子（0～ 2歳児）の
　　　幼児教育・保育料完全無償化を

鳴海 圭矢　議員 ―――― 17Ｐ
♦国民健康保険均等割引き下げを
♦小学校における動物飼育の実態は

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

緑道公園と桜のトンネル（光正寺地区）
　旧国鉄勝田線の跡地を利用した緑道があり、
町を縦断しています。
　宇美町内4.6km、志免町と合わせて全長約
10kmあり、日本一の緑道と言われています。
　所々に日本庭園や桜並木があり、勝田線の
遺構を散策しながらお花見も楽しめます。

一般質問  町政を問う７人が登壇！

髙橋 紳章 議員 ◀  録画配信はこちらから

た か はし 　 の ぶ あ き  

ひ
ば
り
が
丘
三
自
治
会
の
り
面

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集

３
月
定
例
会

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

うみ議会だよりNo.89
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答

地域災害の
　防止に向けた取組は
防災ハザードマップの配布、
避難指示による安全確保

問
　
ひ
ば
り
が
丘
三
自
治

会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
付
近
に

あ
る
の
り
面
に
設
置
さ
れ

て
い
る
側
溝（
Ｕ
字
溝
）が
、

枯
葉
等
で
埋
も
れ
た
状
態

だ
が
対
策
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
側
溝（
Ｕ
字
溝
）は
雨
水

等
を
速
や
か
に
排
水
す
る

こ
と
で
、の
り
面
の
安
定

に
必
要
な
排
水
機
能
を
持

つ
構
造
物
で
あ
る
た
め
、

側
溝
内
の
枯
れ
木
、落
ち

葉
は
定
期
的
な
点
検
お
よ

び
撤
去
が
必
要
。

　
状
況
に
応
じ
て
委
託
業

者
も
し
く
は
職
員
に
よ
る

側
溝
内
の
支
障
物
の
撤
去

お
よ
び
補
修
等
を
実
施
し

て
い
る
。

問
　
の
り
面
の
上
層
部
に

木
々
が
覆
い
茂
り
、枯
れ

木
等
の
倒
木
が
見
ら
れ
る

が
そ
の
伐
採
対
策
と
実
施

時
期
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
倒
木
に
つ
い
て
は
緊
急

性
が
高
い
と
判
断
し
て
お

り
、令
和
５
年
度
３
月
末

ま
で
に
は
撤
去
を
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、の
り
面
上
層
部

の
山
林
部
分
に
つ
い
て
は
、

大
野
城
市
と
の
境
界
で
も

あ
る
た
め
、令
和
５
年
度

に
大
野
城
市
と
施
工
方
法

や
管
理
方
法
等
に
つ
い
て

協
議
し
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

問
　
の
り
面
に
附
帯
し
て

い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥

離
、空
洞
化
お
よ
び
亀
裂

が
生
じ
て
い
る
が
、補
修

対
策
と
実
施
時
期
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
平
成
23
年
度
に
の
り
面

の
湧
水
処
理
、表
面
の
浸

食
防
止
と
し
て
モ
ル
タ
ル

吹
き
つ
け
、の
り
枠
等
の

点
検
、表
面
の
排
水
用
側

溝
の
設
置
を
行
っ
た
。

　
10
年
以
上
経
過
後
の
現

在
は
、モ
ル
タ
ル
吹
き
つ

け
や
側
溝
に
ひ
び
割
れ
が

生
じ
て
い
る
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
に
、国
の

指
針
に
基
づ
き
点
検
を
実

施
し
、修
繕
計
画
を
策
定

後
、順
次
、工
法
の
検
討
を

行
っ
た
上
で
対
策
を
講
じ

た
い
。

問
　
都
市
計
画
道
路
志
免

宇
美
線
の
拡
張
工
事
に
伴

う
浸
水
対
策
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
道
路
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
、雨
水
計
画
を
立
て
、

水
利
組
合
や
福
岡
県
土
整

備
事
務
所
と
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

　
農
業
用
水
路
を
道
路
の

雨
水
排
除
機
能
と
併
用
す

る
計
画
で
、こ
れ
ま
で
宇

美
川
に
排
出
し
て
い
た
雨

水
を
井
野
川
へ
分
流
す
る

こ
と
で
、平
成
地
区
の
浸

水
軽
減
に
繋
が
る
と
考
え

て
い
る
。

問
　
町
内
に
は
災
害
危
険

個
所
が
多
数
あ
る
と
思
う

が
、災
害
防
止
対
策
の
方

針
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
長
大
の
り
面
等
は
、そ

の
多
く
が
団
地
造
成
期
に

設
置
さ
れ
て
お
り
、数
十

年
が
経
過
し
て
い
る
。

　
住
民
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
よ
う
な
の
り
面
を
対

象
に
、国
の
指
針
に
基
づ

き
点
検
を
実
施
し
修
繕
計

画
を
策
定
し
た
後
、順
次

工
事
に
着
手
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

配
布
や
周
知
、大
雨
や
台

風
接
近
時
等
に
は
避
難
所

を
開
設
し
、早
期
の
高
齢

者
等
避
難
や
避
難
指
示
を

発
令
し
、安
全
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

録画配信しています 各議員の質問のようすを動画でご覧いただけます

髙橋 紳章　議員 ―――― 11Ｐ
♦地域災害の防止に向けた取組は

丸山 康夫　議員 ―――― 12Ｐ
♦将来の公共交通網をどう構築するのか
♦買い物弱者への支援強化を

黒川　悟　議員 ―――― 13Ｐ
♦安心で安全な子育て環境の整備は

入江 政行　議員 ――― 14Ｐ
♦不登校児童・生徒の対策は
♦部活動地域移行により課題山積

安川 禎幸　議員 ―――― 15Ｐ
♦こども教育総合支援センター
　　　「うみハピネス」の今後の構想は

平野 龍彦　議員 ―――― 16Ｐ
♦第2子（0～ 2歳児）の
　　　幼児教育・保育料完全無償化を

鳴海 圭矢　議員 ―――― 17Ｐ
♦国民健康保険均等割引き下げを
♦小学校における動物飼育の実態は

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

緑道公園と桜のトンネル（光正寺地区）
　旧国鉄勝田線の跡地を利用した緑道があり、
町を縦断しています。
　宇美町内4.6km、志免町と合わせて全長約
10kmあり、日本一の緑道と言われています。
　所々に日本庭園や桜並木があり、勝田線の
遺構を散策しながらお花見も楽しめます。

一般質問  町政を問う７人が登壇！

髙橋 紳章 議員 ◀  録画配信はこちらから

た か はし 　 の ぶ あ き  

ひ
ば
り
が
丘
三
自
治
会
の
り
面

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告
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月
定
例
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審
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委
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問
　
急
速
に
進
む
少
子

化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、子

育
て
支
援
の
強
化
が
欠
か

せ
な
い
。産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア
等
を

行
う
事
業
が
重
要
だ
と
思

う
が
見
解
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
当
町
の
支
援
事
業
を
見

直
す
と
、産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
十
分
な
支
援
体
制
が

取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
特
に
、こ
こ
数
年
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
里
帰
り

出
産
等
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
、妊
産
婦
さ
ん
は

孤
独
感
や
不
安
感
が
あ
っ

た
と
伺
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、令
和
５
年

度
よ
り
妊
産
婦
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業（
仮
称
）を
実

施
す
る
予
定
。

　
具
体
的
に
は
、妊
婦
健

診
や
出
産
の
た
め
の
入
退

院
時
に
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
料
金
の
助
成
、産
前

産
後
の
家
事
・
育
児
ヘ
ル

パ
ー
の
利
用
助
成
等
、必

要
な
方
に
必
要
な
支
援
が

届
く
よ
う
、支
援
の
組
み

合
わ
せ
が
自
由
な
当
町
独

自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
。

　
妊
産
婦
さ
ん
の
声
を
聞

き
、将
来
的
に
支
援
内
容

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状

況
は
深
刻
で
あ
り
、虐
待

や
い
じ
め
、不
登
校
、自
殺

も
増
え
、子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、積
極

的
に
子
ど
も
食
堂
の
整
備

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が

当
町
の
支
援
状
況
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
子
ど
も
食
堂
は
、子
ど

も
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

子
育
て
中
の
親
や
高
齢
者
、

引
き
こ
も
り
の
若
者
の
居

場
所
と
な
り
、子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
、食
育
、高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
、多
く
の
機
能
を
持
っ

て
い
る
。

　
当
町
が
行
っ
て
い
る
支

援
は
、補
助
金
交
付
や
就

学
支
援
対
象
の
ご
家
族
に

活
動
の
周
知
、食
品
を
保

管
す
る
場
所
の
提
供
や
消

費
期
限
の
近
い
備
蓄
用
食

料
の
提
供
な
ど
、各
課
が

状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、貧
困
や
不
登
校

の
よ
う
に
専
門
的
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
な

ど
、地
域
で
は
解
決
が
難

し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

町
が
連
携
し
子
ど
も
食
堂

が
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と

な
く
、安
心
し
て
活
動
で

き
る
環
境
整
備
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

問
　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
、十
分

な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
重
要
だ
と
思
う

が
。

答
　
教
育
長
　

　
少
子
化
問
題
は
、教
育

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、社

会
問
題
と
し
て
捉
え
、町

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。第
７
次
宇
美
町
総

合
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、子
育
て
教
育
を
支
援

し
て
い
く
施
策
が
必
要
で
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
充

実
し
た
教
育
の
展
開
が
重

要
だ
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、

特
に
学
習
支
援
の
充
実
、

生
徒
指
導
・
進
路
相
談
の

充
実
等
を
踏
ま
え
た
対
策

を
進
め
て
い
く
。教
育
の

質
の
向
上
に
投
資
し
、教

育
格
差
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
少
子
化
対
策
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
、今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
子
育
て
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
独
自
の
支
援
策

は
。

答
　
教
育
長
　

　
財
政
支
援
に
関
し
て
、

町
独
自
で
取
り
組
ん
で
い

る
既
存
の
制
度
の
充
実
と

新
た
な
取
組
に
向
け
、関

係
各
課
で
協
議
し
、町
の

財
源
が
許
す
限
り
教
育
投

資
を
行
い
、少
子
化
対
策

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
。

黒川 悟 議員 丸山 康夫 議員
ま るや ま 　 や す  お

問
　
福
岡
都
市
圏
の
大
半

の
自
治
体
で
は
人
口
が
増

加
し
て
い
る
が
、当
町
で
は

横
ば
い
か
ら
若
干
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、増
加
に
転
じ
る
た
め

に
は
、将
来
の
公
共
交
通
網

を
具
現
化
す
る「
地
域
交

通
計
画
」が
大
変
重
要
で
あ

る
。

　
本
計
画
の
趣
旨
及
び
策

定
時
期
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　「
誰
も
が
利
用
し
や
す

く
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
実
現
」を
趣
旨
と
し
、利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
と
、町
財
政
の

健
全
性
の
両
面
に
配
慮
し

て
い
る
。

　
令
和
４
年
６
月
に
着
手

し
、令
和
６
年
３
月
に
策

定
を
完
了
す
る
。

　
計
画
期
間
は
令
和
６
年

４
月
か
ら
令
和
11
年
３
月

ま
で
の
５
年
間
。

問
　
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
審
議
会
を
設
置
す
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　「
宇
美
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」を
設

置
し
て
い
る
。

　
副
町
長
を
会
長
と
し
、西

鉄
バ
ス
、Ｊ
Ｒ
九
州
、町
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
、住
民
代
表

者
が
委
員
と
し
て
参
画
し

て
い
る
。

　
今
後
は
議
員
も
委
員
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。

問
　
本
計
画
の
効
力
お
よ

び
実
効
性
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
、

本
計
画
を
実
行
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
西
鉄
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
九
州

な
ど
の
事
業
者
が
国
・
県

か
ら
補
助
金
を
受
け
る
際

に
は
、本
計
画
で
定
量
的

な
目
標
数
値
を
定
め
る
と

と
も
に
、協
議
会
で
事
業

評
価
を
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
実
効
性
は
担

保
さ
れ
る
。

問
　
西
鉄
バ
ス「
宇
美
〜
太

宰
府
線
」の
発
着
を
Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
前
広
場
に
変
え
る
な

ど
コ
ー
ス
変
更
は
本
計
画

の
対
象
に
な
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
西
鉄
路
線
バ
ス
の
コ
ー

ス
や
発
着
地
点
の
変
更
も

本
計
画
の
対
象
と
な
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
の
便
数

の
増
加
や
宇
美
駅
の
無
人

化
の
解
消
は
、本
計
画
の
対

象
に
な
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
現
段
階
で
本
計
画
に
盛

り
込
め
る
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、香
椎
線
の
便

数
拡
大
や
宇
美
駅
の
無
人

化
の
解
消
も
計
画
の
対
象

と
な
る
。

問
　
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
と
本
計
画
の
整
合
性
は
。

答
　
副
町
長

　
第
７
次
総
合
計
画
や
今

後
改
定
を
予
定
し
て
い
る
総

合
戦
略
と
の
整
合
性
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
る
ー

と
宇
美
を
活
用
し
、Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
は
じ
め
、一
本

松
公
園
や
日
本
遺
産
の
大

野
城
跡
な
ど
の
観
光
・
文
化

資
源
と
の
連
携
強
化
を
本

計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

買
い
物
弱
者
へ
の

　
　
　
　
　
支
援
強
化
を

〜
地
元
ス
ー
パ
ー
と

　
　
連
携
で
き
な
い
か
〜

答

安心で安全な
　 子育て環境の整備は
町の財源が許す限り教育投資を
行い、少子化対策につなげたい

将来の公共交通網を
　　　　どう構築するのか
～地域交通計画の策定方針は～

答 中心市街地の活性化や
観光・文化資源との
連携強化を盛り込みたい

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
くろ か わ   さとる

タ
ー
ミ
ナ
ル
化
が
望
ま
れ
る

宇
美
駅
前
広
場

４月に開所されたのるーと宇美の待合室

一
般
質
問

委
員
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活
動
報
告
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問
　
急
速
に
進
む
少
子

化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
に
は
、子

育
て
支
援
の
強
化
が
欠
か

せ
な
い
。産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア
等
を

行
う
事
業
が
重
要
だ
と
思

う
が
見
解
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
当
町
の
支
援
事
業
を
見

直
す
と
、産
前
産
後
の
サ

ポ
ー
ト
や
産
後
ケ
ア
に
つ

い
て
十
分
な
支
援
体
制
が

取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　
特
に
、こ
こ
数
年
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
里
帰
り

出
産
等
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
で
、妊
産
婦
さ
ん
は

孤
独
感
や
不
安
感
が
あ
っ

た
と
伺
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、令
和
５
年

度
よ
り
妊
産
婦
応
援
パ
ッ

ケ
ー
ジ
事
業（
仮
称
）を
実

施
す
る
予
定
。

　
具
体
的
に
は
、妊
婦
健

診
や
出
産
の
た
め
の
入
退

院
時
に
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
料
金
の
助
成
、産
前

産
後
の
家
事
・
育
児
ヘ
ル

パ
ー
の
利
用
助
成
等
、必

要
な
方
に
必
要
な
支
援
が

届
く
よ
う
、支
援
の
組
み

合
わ
せ
が
自
由
な
当
町
独

自
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
た
。

　
妊
産
婦
さ
ん
の
声
を
聞

き
、将
来
的
に
支
援
内
容

を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
状

況
は
深
刻
で
あ
り
、虐
待

や
い
じ
め
、不
登
校
、自
殺

も
増
え
、子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、積
極

的
に
子
ど
も
食
堂
の
整
備

を
進
め
る
べ
き
と
思
う
が

当
町
の
支
援
状
況
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
子
ど
も
食
堂
は
、子
ど

も
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

子
育
て
中
の
親
や
高
齢
者
、

引
き
こ
も
り
の
若
者
の
居

場
所
と
な
り
、子
ど
も
の

貧
困
対
策
や
、食
育
、高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
、多
く
の
機
能
を
持
っ

て
い
る
。

　
当
町
が
行
っ
て
い
る
支

援
は
、補
助
金
交
付
や
就

学
支
援
対
象
の
ご
家
族
に

活
動
の
周
知
、食
品
を
保

管
す
る
場
所
の
提
供
や
消

費
期
限
の
近
い
備
蓄
用
食

料
の
提
供
な
ど
、各
課
が

状
況
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、貧
困
や
不
登
校

の
よ
う
に
専
門
的
な
支
援

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
な

ど
、地
域
で
は
解
決
が
難

し
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

町
が
連
携
し
子
ど
も
食
堂

が
問
題
を
抱
え
込
む
こ
と

な
く
、安
心
し
て
活
動
で

き
る
環
境
整
備
を
支
援
し

て
い
き
た
い
。

問
　
少
子
化
対
策
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
、十
分

な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
環

境
整
備
が
重
要
だ
と
思
う

が
。

答
　
教
育
長
　

　
少
子
化
問
題
は
、教
育

問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、社

会
問
題
と
し
て
捉
え
、町

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。第
７
次
宇
美
町
総

合
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、子
育
て
教
育
を
支
援

し
て
い
く
施
策
が
必
要
で
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
充

実
し
た
教
育
の
展
開
が
重

要
だ
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
、

特
に
学
習
支
援
の
充
実
、

生
徒
指
導
・
進
路
相
談
の

充
実
等
を
踏
ま
え
た
対
策

を
進
め
て
い
く
。教
育
の

質
の
向
上
に
投
資
し
、教

育
格
差
を
な
く
し
て
い
く

こ
と
が
少
子
化
対
策
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
、今

後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
子
育
て
の
ま
ち
に
ふ

さ
わ
し
い
独
自
の
支
援
策

は
。

答
　
教
育
長
　

　
財
政
支
援
に
関
し
て
、

町
独
自
で
取
り
組
ん
で
い

る
既
存
の
制
度
の
充
実
と

新
た
な
取
組
に
向
け
、関

係
各
課
で
協
議
し
、町
の

財
源
が
許
す
限
り
教
育
投

資
を
行
い
、少
子
化
対
策

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

だ
。

黒川 悟 議員 丸山 康夫 議員
ま るや ま 　 や す  お

問
　
福
岡
都
市
圏
の
大
半

の
自
治
体
で
は
人
口
が
増

加
し
て
い
る
が
、当
町
で
は

横
ば
い
か
ら
若
干
の
減
少

傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、増
加
に
転
じ
る
た
め

に
は
、将
来
の
公
共
交
通
網

を
具
現
化
す
る「
地
域
交

通
計
画
」が
大
変
重
要
で
あ

る
。

　
本
計
画
の
趣
旨
及
び
策

定
時
期
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　「
誰
も
が
利
用
し
や
す

く
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

の
実
現
」を
趣
旨
と
し
、利

便
性
の
高
い
公
共
交
通
の

維
持
・
確
保
と
、町
財
政
の

健
全
性
の
両
面
に
配
慮
し

て
い
る
。

　
令
和
４
年
６
月
に
着
手

し
、令
和
６
年
３
月
に
策

定
を
完
了
す
る
。

　
計
画
期
間
は
令
和
６
年

４
月
か
ら
令
和
11
年
３
月

ま
で
の
５
年
間
。

問
　
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
審
議
会
を
設
置
す
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　「
宇
美
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」を
設

置
し
て
い
る
。

　
副
町
長
を
会
長
と
し
、西

鉄
バ
ス
、Ｊ
Ｒ
九
州
、町
内
タ

ク
シ
ー
事
業
者
、住
民
代
表

者
が
委
員
と
し
て
参
画
し

て
い
る
。

　
今
後
は
議
員
も
委
員
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。

問
　
本
計
画
の
効
力
お
よ

び
実
効
性
は
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
協
議
会
で
議
論
を
重
ね
、

本
計
画
を
実
行
性
の
あ
る

も
の
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　
西
鉄
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
九
州

な
ど
の
事
業
者
が
国
・
県

か
ら
補
助
金
を
受
け
る
際

に
は
、本
計
画
で
定
量
的

な
目
標
数
値
を
定
め
る
と

と
も
に
、協
議
会
で
事
業

評
価
を
行
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
実
効
性
は
担

保
さ
れ
る
。

問
　
西
鉄
バ
ス「
宇
美
〜
太

宰
府
線
」の
発
着
を
Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
前
広
場
に
変
え
る
な

ど
コ
ー
ス
変
更
は
本
計
画

の
対
象
に
な
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
西
鉄
路
線
バ
ス
の
コ
ー

ス
や
発
着
地
点
の
変
更
も

本
計
画
の
対
象
と
な
る
。

問
　
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
の
便
数

の
増
加
や
宇
美
駅
の
無
人

化
の
解
消
は
、本
計
画
の
対

象
に
な
る
の
か
。

答
　
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
現
段
階
で
本
計
画
に
盛

り
込
め
る
か
ど
う
か
は
定
か

で
は
な
い
が
、香
椎
線
の
便

数
拡
大
や
宇
美
駅
の
無
人

化
の
解
消
も
計
画
の
対
象

と
な
る
。

問
　
総
合
計
画
や
総
合
戦

略
と
本
計
画
の
整
合
性
は
。

答
　
副
町
長

　
第
７
次
総
合
計
画
や
今

後
改
定
を
予
定
し
て
い
る
総

合
戦
略
と
の
整
合
性
を
図

る
必
要
が
あ
る
。

　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
る
ー

と
宇
美
を
活
用
し
、Ｊ
Ｒ
宇

美
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地

の
活
性
化
を
は
じ
め
、一
本

松
公
園
や
日
本
遺
産
の
大

野
城
跡
な
ど
の
観
光
・
文
化

資
源
と
の
連
携
強
化
を
本

計
画
に
盛
り
込
み
た
い
。

買
い
物
弱
者
へ
の

　
　
　
　
　
支
援
強
化
を

〜
地
元
ス
ー
パ
ー
と

　
　
連
携
で
き
な
い
か
〜

答

安心で安全な
　 子育て環境の整備は
町の財源が許す限り教育投資を
行い、少子化対策につなげたい

将来の公共交通網を
　　　　どう構築するのか
～地域交通計画の策定方針は～

答 中心市街地の活性化や
観光・文化資源との
連携強化を盛り込みたい

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
くろ か わ   さとる

タ
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る
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問
　
不
登
校
は
、学
校
に

登
校
し
て
い
な
い
状
態
を

示
し
、ま
た
、登
校
拒
否
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
小
学
生
の
不
登
校
の
原

因
の
上
位
は
、無
気
力
、不

安
、親
子
の
関
わ
り
方
、生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、遊
び
、

非
行
な
ど
が
あ
る
。

　
不
登
校
の
定
義
と
当
町

の
現
状
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
不
登
校
の
定
義
と
は
、

何
ら
か
の
心
理
的
、情
緒

的
、身
体
的
、あ
る
い
は
社

会
的
要
因
・
背
景
に
よ
り

登
校
し
な
い
、し
た
く
と

も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
、年
間
30
日
以
上
欠

席
し
た
者
の
う
ち
、病
気

や
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

者
を
除
い
た
者
で
あ
る
。

　
当
町
の
令
和
５
年
１
月

末
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、小
学
生
55
名
・
中
学

生
１
１
３
名
。

問
　
令
和
３
年
度
の
文
部

科
学
省
が
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
行
っ
た
実
態
調
査

結
果
で
は
、小
中
学
校
の

全
国
不
登
校
者
数
は
、24

万
５
千
人
と
大
幅
に
増
加
。

学
校
を
休
み
た
い
と
思
う

き
っ
か
け
は
、小
学
生
は

先
生
の
こ
と
、中
学
生
は

身
体
の
不
調
、勉
強
が
分

か
ら
な
い
、先
生
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
当
町
の
不
登
校
対
策
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
不
登
校
対
策
の
う
ち
、

次
の
３
点
に
絞
り
、全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
、子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る

よ
う
に
授
業
改
善
を
行
う

こ
と
で
学
校
適
応
感
を
育

む
こ
と
や
、「
Ｑ
Ｕ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
活
用
し
、

客
観
的
視
点
で
学
級
づ
く

り
を
行
う
。

②
不
登
校
の
兆
候
が
見
ら

れ
る
児
童
・
生
徒
を
早
期

発
見
し
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
室

を
活
用
し
な
が
ら
、早
期

対
応
を
行
う
。

③
児
童
・
生
徒
に
応
じ
た

支
援
体
制
の
強
化
と
し
て
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
対
応
、

適
応
指
導
教
室
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
を
行
う
。

問
　
児
童
・
生
徒
が
相
談

で
き
る
養
護
教
諭
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

不
登
校
対
応
の
加
配
教
員

の
活
動
状
況
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
養
護
教
諭
は
、各
学
校

に
１
人
配
置
し
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
県
か

ら
の
配
置
と
な
り
、宇
美

中
学
校
区
に
１
名
、東
中

学
校
区
と
南
中
学
校
区
に

１
名
、計
２
名
を
配
置
。

　
ま
た
、各
学
校
の
年
間

配
置
時
間
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。平
均
的
に
は
、中
学

校
に
週
１
日
、小
学
校
に

月
１
日
〜
２
日
常
駐
し
て

い
る
。

　
加
配
教
員
は
、生
徒
指

導
推
進
校
配
置
と
専
任
補

導
教
員
で
２
名
、東
中
学

校
に
加
配
さ
れ
、不
登
校

対
応
以
外
に
も
、い
じ
め

対
応
や
生
徒
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

問
　
令
和
元
年
10
月
文
部

科
学
省
通
知
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
の
在

り
方
で
は
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。

　
当
町
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
の
連
携
体
制
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

民
間
の
機
関
と
な
る
た
め
、

特
に
連
携
は
し
て
い
な
い
。

　
た
だ
、フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
児
童
・
生
徒
が

い
る
場
合
は
、教
職
員
が

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
出
向

き
状
況
確
認
を
行
う
。

　
当
町
の
適
応
指
導
教
室

が
同
様
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
地
域
移
行
に
よ
り

課
題
山
積

答

こども教育総合支援センター
「うみハピネス」の今後の構想は

子育て・教育の拠点化に向け
ハード、ソフトの両面から整理
していきたい

不登校児童・生徒の対策は

答 不登校対策に全力で
取り組んでいる

問
　
公
共
施
設
再
配
置
計

画
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
管
財
課
長

　
次
世
代
に
良
好
な
公
共

施
設
を
引
き
継
ぎ
、健
全

な
財
政
運
営
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　
現
在
、令
和
５
年
度
末

完
成
に
向
け
て
本
計
画
の

改
定
に
着
手
し
て
い
る
。

問
　
同
計
画
に
お
け
る「
う

み
ハ
ピ
ネ
ス
」の
位
置
づ
け

と
今
後
の
計
画
の
方
針
は
。

答
　
管
財
課
長
　

　
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

り
、最
大
限
の
利
活
用
を

図
る
施
設
と
な
る
。改
修

に
お
い
て
は
施
設
の
長
寿

命
化
、他
の
機
能
と
の
集

約
化
、複
合
等
の
検
討
も

併
せ
て
行
う
。

問
　
教
育
相
談
室
、適
応

指
導
教
室
と
い
っ
た
学
校

教
育
関
係
施
設
の
集
約
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
施
設
の
集
約
化
に
つ
い

て
は
連
絡
、
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。一
方
で
児
童

生
徒
、保
護
者
へ
の
配
慮

が
必
要
な
部
分
や
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
等
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、今
後
十
分
に
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
第
７
次
宇
美
町
総
合

計
画
の
重
点
事
業
と
さ
れ

て
い
る「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」と
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」と
は
、現
在
設
置
さ

れ
て
い
る「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
の
２
つ
の
セ
ン

タ
ー
機
能
を
併
せ
て
持
つ

も
の
。保
健
、福
祉
で
区
切

る
こ
と
な
く
家
庭
、保
護

者
、子
ど
も
へ
の
支
援
を

一
体
的
に
行
う
機
関
と

な
っ
て
お
り
現
在
、設
置

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く
を「
う
み
ハ
ピ

ネ
ス
」へ
集
約
す
る
こ
と

で
一
層
の
機
能
強
化
が
は

か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。集

約
の
考
え
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
母
子
保
健
、子
育
て
支

援
事
業
と
の
調
整
と
、療

育
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
て
協
議
を
進
め

た
い
。

問
　
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

「
う
み
ハ
ピ
ネ
ス
」は
宇
美
町

の
子
育
て
・
教
育
の
中
核
施

設
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

考
え
る
。子
育
て
・
教
育
拠

点
化
の
構
想
の
考
え
は
。

答
　
教
育
長
　

　
こ
れ
ま
で
分
か
れ
て
い

た
子
ど
も
関
連
の
施
策
を

集
約
・
一
元
化
す
る
こ
と

で
円
滑
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
専
門
性
を
持
っ
た
機

関
・
体
制
で
あ
る
こ
と
、地

域
資
源
を
有
機
的
に
つ
な

い
だ
ソ
ー
シ
ャ
ル
機
能
を

持
つ
こ
と
、チ
ー
ム
で
支
援

す
る
体
制
の
構
築
が
大
切
。

ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
整
理
し
て
い
き
た
い
。

問
　
未
来
の
宇
美
町
の
子

育
て
と
教
育
の
将
来
像
は
。

答
　
教
育
長
　

　
第
７
次
宇
美
町
総
合
計

画
や
宇
美
町
教
育
振
興
基

本
計
画
に
沿
っ
て
積
極
的

で
主
体
的
な
学
び
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
宇
美
町
が
有
す
る
豊
か

な
自
然
や
歴
史
、地
域
社

会
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

宇
美
町
な
ら
で
は
の
教
育

施
策
を
進
め
る
こ
と
が
宇

美
町
の
将
来
像
で
あ
る

「『
こ
の
ま
ち
が
、い
い
。』

　
わ
た
し
た
ち
の
誇
り
　

宇
美
」を
具
現
化
す
る
取

組
に
な
る
と
思
う
。
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安川 禎幸 議員 入江 政行 議員

問
　
不
登
校
は
、学
校
に

登
校
し
て
い
な
い
状
態
を

示
し
、ま
た
、登
校
拒
否
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
小
学
生
の
不
登
校
の
原

因
の
上
位
は
、無
気
力
、不

安
、親
子
の
関
わ
り
方
、生

活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、遊
び
、

非
行
な
ど
が
あ
る
。

　
不
登
校
の
定
義
と
当
町

の
現
状
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
不
登
校
の
定
義
と
は
、

何
ら
か
の
心
理
的
、情
緒

的
、身
体
的
、あ
る
い
は
社

会
的
要
因
・
背
景
に
よ
り

登
校
し
な
い
、し
た
く
と

も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

た
め
、年
間
30
日
以
上
欠

席
し
た
者
の
う
ち
、病
気

や
経
済
的
な
理
由
に
よ
る

者
を
除
い
た
者
で
あ
る
。

　
当
町
の
令
和
５
年
１
月

末
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

数
は
、小
学
生
55
名
・
中
学

生
１
１
３
名
。

問
　
令
和
３
年
度
の
文
部

科
学
省
が
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
行
っ
た
実
態
調
査

結
果
で
は
、小
中
学
校
の

全
国
不
登
校
者
数
は
、24

万
５
千
人
と
大
幅
に
増
加
。

学
校
を
休
み
た
い
と
思
う

き
っ
か
け
は
、小
学
生
は

先
生
の
こ
と
、中
学
生
は

身
体
の
不
調
、勉
強
が
分

か
ら
な
い
、先
生
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
当
町
の
不
登
校
対
策
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
不
登
校
対
策
の
う
ち
、

次
の
３
点
に
絞
り
、全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
目
指
し
、子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
学
校
に
通
え
る

よ
う
に
授
業
改
善
を
行
う

こ
と
で
学
校
適
応
感
を
育

む
こ
と
や
、「
Ｑ
Ｕ
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
活
用
し
、

客
観
的
視
点
で
学
級
づ
く

り
を
行
う
。

②
不
登
校
の
兆
候
が
見
ら

れ
る
児
童
・
生
徒
を
早
期

発
見
し
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
や
教
育
相
談
室

を
活
用
し
な
が
ら
、早
期

対
応
を
行
う
。

③
児
童
・
生
徒
に
応
じ
た

支
援
体
制
の
強
化
と
し
て
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
対
応
、

適
応
指
導
教
室
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
を
行
う
。

問
　
児
童
・
生
徒
が
相
談

で
き
る
養
護
教
諭
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

不
登
校
対
応
の
加
配
教
員

の
活
動
状
況
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
養
護
教
諭
は
、各
学
校

に
１
人
配
置
し
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
県
か

ら
の
配
置
と
な
り
、宇
美

中
学
校
区
に
１
名
、東
中

学
校
区
と
南
中
学
校
区
に

１
名
、計
２
名
を
配
置
。

　
ま
た
、各
学
校
の
年
間

配
置
時
間
が
決
め
ら
れ
て

い
る
。平
均
的
に
は
、中
学

校
に
週
１
日
、小
学
校
に

月
１
日
〜
２
日
常
駐
し
て

い
る
。

　
加
配
教
員
は
、生
徒
指

導
推
進
校
配
置
と
専
任
補

導
教
員
で
２
名
、東
中
学

校
に
加
配
さ
れ
、不
登
校

対
応
以
外
に
も
、い
じ
め

対
応
や
生
徒
指
導
も
行
っ

て
い
る
。

問
　
令
和
元
年
10
月
文
部

科
学
省
通
知
の
不
登
校
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
の
在

り
方
で
は
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
の
連
携
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。

　
当
町
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
の
連
携
体
制
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

民
間
の
機
関
と
な
る
た
め
、

特
に
連
携
は
し
て
い
な
い
。

　
た
だ
、フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
児
童
・
生
徒
が

い
る
場
合
は
、教
職
員
が

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
出
向

き
状
況
確
認
を
行
う
。

　
当
町
の
適
応
指
導
教
室

が
同
様
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
。

部
活
動
地
域
移
行
に
よ
り

課
題
山
積

答

こども教育総合支援センター
「うみハピネス」の今後の構想は

子育て・教育の拠点化に向け
ハード、ソフトの両面から整理
していきたい

不登校児童・生徒の対策は

答 不登校対策に全力で
取り組んでいる

問
　
公
共
施
設
再
配
置
計

画
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
　
管
財
課
長

　
次
世
代
に
良
好
な
公
共

施
設
を
引
き
継
ぎ
、健
全

な
財
政
運
営
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
。

　
現
在
、令
和
５
年
度
末

完
成
に
向
け
て
本
計
画
の

改
定
に
着
手
し
て
い
る
。

問
　
同
計
画
に
お
け
る「
う

み
ハ
ピ
ネ
ス
」の
位
置
づ
け

と
今
後
の
計
画
の
方
針
は
。

答
　
管
財
課
長
　

　
施
設
の
長
寿
命
化
を
図

り
、最
大
限
の
利
活
用
を

図
る
施
設
と
な
る
。改
修

に
お
い
て
は
施
設
の
長
寿

命
化
、他
の
機
能
と
の
集

約
化
、複
合
等
の
検
討
も

併
せ
て
行
う
。

問
　
教
育
相
談
室
、適
応

指
導
教
室
と
い
っ
た
学
校

教
育
関
係
施
設
の
集
約
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
施
設
の
集
約
化
に
つ
い

て
は
連
絡
、
連
携
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。一
方
で
児
童

生
徒
、保
護
者
へ
の
配
慮

が
必
要
な
部
分
や
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
等
も
考
え
ら
れ

る
た
め
、今
後
十
分
に
協

議
す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
第
７
次
宇
美
町
総
合

計
画
の
重
点
事
業
と
さ
れ

て
い
る「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」と
は
ど
う
い
う

も
の
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」と
は
、現
在
設
置
さ

れ
て
い
る「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」と

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
の
２
つ
の
セ
ン

タ
ー
機
能
を
併
せ
て
持
つ

も
の
。保
健
、福
祉
で
区
切

る
こ
と
な
く
家
庭
、保
護

者
、子
ど
も
へ
の
支
援
を

一
体
的
に
行
う
機
関
と

な
っ
て
お
り
現
在
、設
置

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

す
く
す
く
を「
う
み
ハ
ピ

ネ
ス
」へ
集
約
す
る
こ
と

で
一
層
の
機
能
強
化
が
は

か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。集

約
の
考
え
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
母
子
保
健
、子
育
て
支

援
事
業
と
の
調
整
と
、療

育
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
視

点
に
立
っ
て
協
議
を
進
め

た
い
。

問
　
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後

「
う
み
ハ
ピ
ネ
ス
」は
宇
美
町

の
子
育
て
・
教
育
の
中
核
施

設
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

考
え
る
。子
育
て
・
教
育
拠

点
化
の
構
想
の
考
え
は
。

答
　
教
育
長
　

　
こ
れ
ま
で
分
か
れ
て
い

た
子
ど
も
関
連
の
施
策
を

集
約
・
一
元
化
す
る
こ
と

で
円
滑
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
専
門
性
を
持
っ
た
機

関
・
体
制
で
あ
る
こ
と
、地

域
資
源
を
有
機
的
に
つ
な

い
だ
ソ
ー
シ
ャ
ル
機
能
を

持
つ
こ
と
、チ
ー
ム
で
支
援

す
る
体
制
の
構
築
が
大
切
。

ハ
ー
ド
、ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
整
理
し
て
い
き
た
い
。

問
　
未
来
の
宇
美
町
の
子

育
て
と
教
育
の
将
来
像
は
。

答
　
教
育
長
　

　
第
７
次
宇
美
町
総
合
計

画
や
宇
美
町
教
育
振
興
基

本
計
画
に
沿
っ
て
積
極
的

で
主
体
的
な
学
び
を
充
実

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
宇
美
町
が
有
す
る
豊
か

な
自
然
や
歴
史
、地
域
社

会
な
ど
の
強
み
を
生
か
し
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
た

宇
美
町
な
ら
で
は
の
教
育

施
策
を
進
め
る
こ
と
が
宇

美
町
の
将
来
像
で
あ
る

「『
こ
の
ま
ち
が
、い
い
。』

　
わ
た
し
た
ち
の
誇
り
　

宇
美
」を
具
現
化
す
る
取

組
に
な
る
と
思
う
。
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問
　
当
町
に
お
け
る
国
民

健
康
保
険
の
加
入
世
帯
の

構
成
は
。

答
　
住
民
課
長

問
　
２
０
１
４
年
に
行
わ

れ
た
地
方
関
係
団
体
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、協
会
け

ん
ぽ
の
保
険
料
並
み
に
負

担
率
を
引
き
下
げ
る
に
は
、

約
１
兆
円
の
公
費
が
必
要

と
の
全
国
知
事
会
の
提
言

が
あ
っ
た
が
、ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
の
か
。

答
　
住
民
課
長
　

　
当
町
と
し
て
は
全
国
知

事
会
、全
国
町
村
会
と
同

様
に
、毎
年
３
４
０
０
億

円
の
公
費
投
入
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
、子
ど
も

に
関
わ
る
保
険
税
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て
も
対
象
範

囲
や
軽
減
割
合
の
拡
大
を

国
が
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問
　
国
保
特
別
会
計
の
収

入
の
中
で
均
等
割
が
占
め

る
割
合
は
。

答
　
住
民
課
長
　

　
令
和
４
年
４
月
時
点
で

の
全
体
の
賦
課
額
に
対
す
る

割
合
は
、均
等
割
23
・
82
％
、

所
得
割
61
・
37
％
、平
等
割

14
・
81
％
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
増
え

る
ほ
ど
国
保
税
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
均
等
割
だ
が
、

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は

独
自
の
減
免
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
も
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
の
意
味
も

込
め
て
町
独
自
の
施
策
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
住
民
課
長
　

　
当
町
は
地
方
税
法
第
７

０
３
条
の
４
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

い
て
賦
課
し
て
い
る
。

　
未
就
学
児
の
均
等
割
軽

減
に
つ
い
て
も
同
様
に
地

方
税
法
第
７
０
３
条
の
５

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

条
例
第
24
条
に
基
づ
い
て

減
額
し
て
い
る
。

　
現
在
当
町
に
お
け
る
国

保
税
の
減
免
は
国
民
健
康

保
険
税
条
例
第
28
条
に
基

づ
き
、災
害
や
そ
の
他
の

特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
生

活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
方
々
を
対
象
と
し
て
い

る
。

　
こ
の
減
免
に
よ
る
減
収

分
に
つ
い
て
は
、一
部
を

除
き
調
整
交
付
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
が
、町
独

自
で
の
減
免
を
設
け
る
と

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、減
収
分
の
取
扱
い

が
課
題
と
な
る
。

　
福
岡
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
も
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
保
険
料
水
準

の
均
一
化
の
取
組
は
、令

和
６
年
度
以
降
も
継
続
し

て
協
議
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、当
町
独
自

で
の
減
免
を
実
施
す
る
予

定
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
し
か
し
、全
国
知
事
会

や
全
国
町
村
会
か
ら
も
同

様
の
要
望
が
出
て
い
る
た

め
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
小
学
校
に
お
け
る
動
物

飼
育
の
実
態
は

鳴海 圭矢 議員 平野 龍彦 議員
ひ ら  の  　 た つ ひ こ

問
　
本
町
は
糟
屋
郡
内
で

少
子
化
の
傾
向
に
あ
る
が
、

糟
屋
郡
内
の
人
口
動
態
は
。

答
　
住
民
課
長
　

問
　
本
町
の
人
口
減
少
の

要
因
は
。

答
　
住
民
課
長

　
自
然
減
が
社
会
増
よ
り

上
回
っ
て
い
る
た
め
人
口
が

減
少
、仮
に
出
生
数
が
増
加

し
自
然
増
に
転
じ
れ
ば
、人

口
増
加
に
な
る
。

問
　
平
成
27
年
度
か
ら
今
日

ま
で
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
主
な
内
容
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
待
機
児
童
対
策
と
し
て

保
育
所
整
備
を
行
い
、町

立
保
育
園
２
園
の
民
営
化

お
よ
び
７
施
設
の
新
規
開

園
で
保
育
施
設
は
14
施
設

と
な
り
、定
員
は
６
０
０

名
か
ら
８
８
２
名
と
２
８

２
名
の
受
け
入
れ
増
と

な
っ
た
。

問
　
家
庭
環
境
の
変
化
で

養
育
支
援
者
が
増
え
て
い

る
が
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
検
証
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
宇
美
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
、達
成
状
況
の
点

検
・
評
価
を
行
い
、改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
南
町
民
セ
ン
タ
ー
や

ま
な
び
や
・
う
み
な
ど
、各

中
学
校
区
に
未
就
学
児
を

抱
え
る
親
子
の
居
場
所
が

で
き
な
い
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
各
施
設
の
利
用
状
況
を

考
慮
し
、関
係
者
と
協
議

を
す
る
。

問
　
複
合
遊
具
や
送
迎
バ

ス
の
体
験
を
行
う
博
多
第

二
幼
稚
園
に
限
ら
ず
、他
の

幼
稚
園
や
保
育
施
設
で
も

未
就
学
児
を
抱
え
る
親
子

に
園
庭
開
放
が
で
き
な
い

か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
保
育
・
幼
稚
園
施
設
と

連
携
し
て
、園
庭
開
放
を

行
い
、親
子
の
触
れ
合
い

や
相
談
が
で
き
る
居
場
所

の
提
供
を
令
和
５
年
度
の

早
い
時
期
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
　
乳
児
全
戸
訪
問
や
乳

児
健
診
の
現
状
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
乳
児
全
戸
訪
問
と
乳
児

健
診
の
い
ず
れ
か
に
お
い

て
、す
べ
て
の
親
子
に
面

談
が
で
き
て
い
る
。

問
　
育
児
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
の
た
め
、
第
２
子

（
０
〜
２
歳
児
）の
幼
児
教

育
・
保
育
料
完
全
無
償
化

を
行
い
、安
心
し
て
子
育
て

が
し
や
す
い
環
境
整
備
が

で
き
な
い
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
第

２
子
の
完
全
無
償
化
に
つ
い

て
は
、保
育
施
設
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
に
限
定
さ
れ

る
た
め
、す
べ
て
の
方
が
安

心
で
き
る
子
育
て
支
援
の
充

実
や
施
設
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
国
も
子
ど
も
政
策
の
強

化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

よ
う
な
の
で
動
向
を
注
視

す
る
。

答

国民健康保険均等割
　　　　　　引き下げを
町独自の減免予定はない

第２子（０～２歳児）の
幼児教育・保育料完全無償化を
答 国の動向を注視する

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
な る  み  　 け い  や

【
出
生
数
】

　
宇
美
町
２
６
６
人

　
志
免
町
３
９
５
人

　
須
恵
町
２
３
４
人

　
粕
屋
町
５
５
８
人

　
篠
栗
町
２
６
３
人

　
久
山
町
　
　
70
人

　
新
宮
町
３
５
９
人

【
自
然
増
減
】

　
粕
屋
町
１
９
５
人
増

　
宇
美
町
１
４
２
人
減

【
社
会
増
減
】

　
須
恵
町
２
９
０
人
増

　
宇
美
町
　
　
11
人
増

【
合
計
特
殊
出
生
率
】

　
宇
美
町
１
・
56

　
新
宮
町
１
・
88

園庭体験でシャボン玉に夢中の親子！

・年収０～100万以下
・年収200万円以下
・年収300万円以下
・年収500万円以下
・年収1000万円以下
・年収1000万円超

2513世帯
1013世帯
455世帯
258世帯
134世帯
36世帯

55％
22.2％
10％
5.6％
2.9％
0.8％

全体世帯数　4569世帯（令和５年１月時点）

令和５年度
国民健康保険税の税率 加入者の

所得額に対して
加入者１名当たり 所得等に関係なく

１世帯当たり

賦課
限度額

医療保険分

応能割

9.05％

2.50％

2.10％

28,000円

8,000円

10,000円

29,000円

9,000円

7,000円

650,000円

220,000円

170,000円

所得割 均等割

応益割

平等割

後期高齢者支援金等分

介護保険分
（40歳から64歳まで）

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集

３
月
定
例
会

当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会

うみ議会だよりNo.89
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問
　
当
町
に
お
け
る
国
民

健
康
保
険
の
加
入
世
帯
の

構
成
は
。

答
　
住
民
課
長

問
　
２
０
１
４
年
に
行
わ

れ
た
地
方
関
係
団
体
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
は
、協
会
け

ん
ぽ
の
保
険
料
並
み
に
負

担
率
を
引
き
下
げ
る
に
は
、

約
１
兆
円
の
公
費
が
必
要

と
の
全
国
知
事
会
の
提
言

が
あ
っ
た
が
、ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
る
の
か
。

答
　
住
民
課
長
　

　
当
町
と
し
て
は
全
国
知

事
会
、全
国
町
村
会
と
同

様
に
、毎
年
３
４
０
０
億

円
の
公
費
投
入
を
確
実
に

実
施
す
る
こ
と
、子
ど
も

に
関
わ
る
保
険
税
の
軽
減

措
置
に
つ
い
て
も
対
象
範

囲
や
軽
減
割
合
の
拡
大
を

国
が
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問
　
国
保
特
別
会
計
の
収

入
の
中
で
均
等
割
が
占
め

る
割
合
は
。

答
　
住
民
課
長
　

　
令
和
４
年
４
月
時
点
で

の
全
体
の
賦
課
額
に
対
す
る

割
合
は
、均
等
割
23
・
82
％
、

所
得
割
61
・
37
％
、平
等
割

14
・
81
％
。

問
　
子
ど
も
の
数
が
増
え

る
ほ
ど
国
保
税
が
引
き
上

げ
ら
れ
る
均
等
割
だ
が
、

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は

独
自
の
減
免
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
る
所
も
あ
る
。

　
子
育
て
支
援
の
意
味
も

込
め
て
町
独
自
の
施
策
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答
　
住
民
課
長
　

　
当
町
は
地
方
税
法
第
７

０
３
条
の
４
お
よ
び
国
民

健
康
保
険
税
条
例
に
基
づ

い
て
賦
課
し
て
い
る
。

　
未
就
学
児
の
均
等
割
軽

減
に
つ
い
て
も
同
様
に
地

方
税
法
第
７
０
３
条
の
５

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税

条
例
第
24
条
に
基
づ
い
て

減
額
し
て
い
る
。

　
現
在
当
町
に
お
け
る
国

保
税
の
減
免
は
国
民
健
康

保
険
税
条
例
第
28
条
に
基

づ
き
、災
害
や
そ
の
他
の

特
別
な
事
情
に
よ
っ
て
生

活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ

た
方
々
を
対
象
と
し
て
い

る
。

　
こ
の
減
免
に
よ
る
減
収

分
に
つ
い
て
は
、一
部
を

除
き
調
整
交
付
金
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
が
、町
独

自
で
の
減
免
を
設
け
る
と

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い

た
め
、減
収
分
の
取
扱
い

が
課
題
と
な
る
。

　
福
岡
県
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
に
も
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
保
険
料
水
準

の
均
一
化
の
取
組
は
、令

和
６
年
度
以
降
も
継
続
し

て
協
議
さ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、当
町
独
自

で
の
減
免
を
実
施
す
る
予

定
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
し
か
し
、全
国
知
事
会

や
全
国
町
村
会
か
ら
も
同

様
の
要
望
が
出
て
い
る
た

め
動
向
を
注
視
し
た
い
。

　
小
学
校
に
お
け
る
動
物

飼
育
の
実
態
は

鳴海 圭矢 議員 平野 龍彦 議員
ひ ら  の  　 た つ ひ こ

問
　
本
町
は
糟
屋
郡
内
で

少
子
化
の
傾
向
に
あ
る
が
、

糟
屋
郡
内
の
人
口
動
態
は
。

答
　
住
民
課
長
　

問
　
本
町
の
人
口
減
少
の

要
因
は
。

答
　
住
民
課
長

　
自
然
減
が
社
会
増
よ
り

上
回
っ
て
い
る
た
め
人
口
が

減
少
、仮
に
出
生
数
が
増
加

し
自
然
増
に
転
じ
れ
ば
、人

口
増
加
に
な
る
。

問
　
平
成
27
年
度
か
ら
今
日

ま
で
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
主
な
内
容
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
待
機
児
童
対
策
と
し
て

保
育
所
整
備
を
行
い
、町

立
保
育
園
２
園
の
民
営
化

お
よ
び
７
施
設
の
新
規
開

園
で
保
育
施
設
は
14
施
設

と
な
り
、定
員
は
６
０
０

名
か
ら
８
８
２
名
と
２
８

２
名
の
受
け
入
れ
増
と

な
っ
た
。

問
　
家
庭
環
境
の
変
化
で

養
育
支
援
者
が
増
え
て
い

る
が
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
検
証
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
宇
美
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
で
、達
成
状
況
の
点

検
・
評
価
を
行
い
、改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問
　
南
町
民
セ
ン
タ
ー
や

ま
な
び
や
・
う
み
な
ど
、各

中
学
校
区
に
未
就
学
児
を

抱
え
る
親
子
の
居
場
所
が

で
き
な
い
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
各
施
設
の
利
用
状
況
を

考
慮
し
、関
係
者
と
協
議

を
す
る
。

問
　
複
合
遊
具
や
送
迎
バ

ス
の
体
験
を
行
う
博
多
第

二
幼
稚
園
に
限
ら
ず
、他
の

幼
稚
園
や
保
育
施
設
で
も

未
就
学
児
を
抱
え
る
親
子

に
園
庭
開
放
が
で
き
な
い

か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
保
育
・
幼
稚
園
施
設
と

連
携
し
て
、園
庭
開
放
を

行
い
、親
子
の
触
れ
合
い

や
相
談
が
で
き
る
居
場
所

の
提
供
を
令
和
５
年
度
の

早
い
時
期
に
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

問
　
乳
児
全
戸
訪
問
や
乳

児
健
診
の
現
状
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
乳
児
全
戸
訪
問
と
乳
児

健
診
の
い
ず
れ
か
に
お
い

て
、す
べ
て
の
親
子
に
面

談
が
で
き
て
い
る
。

問
　
育
児
の
経
済
的
な
負

担
軽
減
の
た
め
、
第
２
子

（
０
〜
２
歳
児
）の
幼
児
教

育
・
保
育
料
完
全
無
償
化

を
行
い
、安
心
し
て
子
育
て

が
し
や
す
い
環
境
整
備
が

で
き
な
い
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
第

２
子
の
完
全
無
償
化
に
つ
い

て
は
、保
育
施
設
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
に
限
定
さ
れ

る
た
め
、す
べ
て
の
方
が
安

心
で
き
る
子
育
て
支
援
の
充

実
や
施
設
の
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
国
も
子
ど
も
政
策
の
強

化
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

よ
う
な
の
で
動
向
を
注
視

す
る
。

答

国民健康保険均等割
　　　　　　引き下げを
町独自の減免予定はない

第２子（０～２歳児）の
幼児教育・保育料完全無償化を
答 国の動向を注視する

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
な る  み  　 け い  や

【
出
生
数
】

　
宇
美
町
２
６
６
人

　
志
免
町
３
９
５
人

　
須
恵
町
２
３
４
人

　
粕
屋
町
５
５
８
人

　
篠
栗
町
２
６
３
人

　
久
山
町
　
　
70
人

　
新
宮
町
３
５
９
人

【
自
然
増
減
】

　
粕
屋
町
１
９
５
人
増

　
宇
美
町
１
４
２
人
減

【
社
会
増
減
】

　
須
恵
町
２
９
０
人
増

　
宇
美
町
　
　
11
人
増

【
合
計
特
殊
出
生
率
】

　
宇
美
町
１
・
56

　
新
宮
町
１
・
88

園庭体験でシャボン玉に夢中の親子！

・年収０～100万以下
・年収200万円以下
・年収300万円以下
・年収500万円以下
・年収1000万円以下
・年収1000万円超

2513世帯
1013世帯
455世帯
258世帯
134世帯
36世帯

55％
22.2％
10％
5.6％
2.9％
0.8％

全体世帯数　4569世帯（令和５年１月時点）

令和５年度
国民健康保険税の税率 加入者の

所得額に対して
加入者１名当たり 所得等に関係なく

１世帯当たり

賦課
限度額

医療保険分

応能割

9.05％

2.50％

2.10％

28,000円

8,000円

10,000円

29,000円

9,000円

7,000円

650,000円

220,000円

170,000円

所得割 均等割

応益割

平等割

後期高齢者支援金等分

介護保険分
（40歳から64歳まで）

ペ
ー
ジ
内
容

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
委
員
会
活
動
報
告
ト
ピ
ッ
ク
ス
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　3月5日（日）に宇美町消防団によ
る春季防火演習が、早見工業団地内
の出火を想定して行われた。
　自然水利が近くに無いため、500
メートルを超える消火ホースを中
継送水し消火活動が行われた。
　放水までに大変な作業と時間を
要する消火訓練であったが、一般交
通車両のスムーズな誘導にも対処
するなど消防団長の的確な指示の
下での訓練であった。
　課題として、各分団の更なる連携
強化と工業団地内の水利確保の必
要性がある。
　議会としても、消防団員の確保と
団地内の水利設置に取り組んでい
きたい。　

　2月１日（水）に運行開始された「のるーと宇
美」4台は、町民に順調に利用されている。運
行開始後の利用状況は次のとおり。

【利用期間：令和5年2月1日～2月18日
　運行日数：15日】
・利用者数　1，061名
　（1日平均70.7名　直近5日間平均約91名）
・登録者数　　　1，512名
・平均待ち時間　約14分
・平均乗車時間　約8分
【住民に対するアプリ操作説明会の開催実績
　（2月17日現在）】
・校区別説明会　　150名（5校区）
・自治会別説明会　106名（4自治会）　　　
・利用者説明会　　79名　（10回開催）
【予約ツールの利用割合】
・アプリ（LINEを含む）　81．15％
・電　話　　　　　　　　18．85％

　3月31日に廃止されたハピネス号に代わる
「のるーと宇美」は、移動の利便性を高め、１人
でも多くの町民の方に利用されることを期待
する。

　3月25日（土）に宇美町連合婦人会総会と解散式が開かれた。
　当日、会長よりこの日をもって婦人会の解散が報告された。
　昭和21年に発足して以来77年間にわたり
食育や交通安全活動、環境問題への取組な
ど社会貢献活動や女性の社会的地位向上を
目指す活動に取り組んできた。　
　婦人会としては解散となったが、廃油を利
用した石けん造り活動は継続される。
　これまでの活動に敬意を表するとともに、
今後のそれぞれの活動に期待したい。

〇〇課報告

宇美町連合婦人会解散　～77年間の活動に幕～

〇〇課報告「のるーと宇美」ＡＩ搭載型バスの利用状況について 水利が乏しい早見工業団地での火災を想定
宇美町消防団春の防火演習を視察

　2月16日（木）に開かれた総務建設常
任委員会で、入札・随意契約結果報告
が行われた。
　町道長谷～松ケ本線は貴船自治会
から宇美小学校への通学路に指定さ
れているが、歩道の幅が数十センチし
かない部分があり、これまでに一般質
問や予算・決算審査等で繰り返し危険
性を指摘してきた。
　3月末で歩道改良が完了、新学期に
も間に合い、子どもたちが安心して通
学できるようになった。

町道長谷～松ケ本線歩道改良工事

令和5年4月3日ＪＲ宇美駅前に冷暖房完備の
快適な待合室が開設された
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　3月5日（日）に宇美町消防団によ
る春季防火演習が、早見工業団地内
の出火を想定して行われた。
　自然水利が近くに無いため、500
メートルを超える消火ホースを中
継送水し消火活動が行われた。
　放水までに大変な作業と時間を
要する消火訓練であったが、一般交
通車両のスムーズな誘導にも対処
するなど消防団長の的確な指示の
下での訓練であった。
　課題として、各分団の更なる連携
強化と工業団地内の水利確保の必
要性がある。
　議会としても、消防団員の確保と
団地内の水利設置に取り組んでい
きたい。　

　2月１日（水）に運行開始された「のるーと宇
美」4台は、町民に順調に利用されている。運
行開始後の利用状況は次のとおり。

【利用期間：令和5年2月1日～2月18日
　運行日数：15日】
・利用者数　1，061名
　（1日平均70.7名　直近5日間平均約91名）
・登録者数　　　1，512名
・平均待ち時間　約14分
・平均乗車時間　約8分
【住民に対するアプリ操作説明会の開催実績
　（2月17日現在）】
・校区別説明会　　150名（5校区）
・自治会別説明会　106名（4自治会）　　　
・利用者説明会　　79名　（10回開催）
【予約ツールの利用割合】
・アプリ（LINEを含む）　81．15％
・電　話　　　　　　　　18．85％

　3月31日に廃止されたハピネス号に代わる
「のるーと宇美」は、移動の利便性を高め、１人
でも多くの町民の方に利用されることを期待
する。

　3月25日（土）に宇美町連合婦人会総会と解散式が開かれた。
　当日、会長よりこの日をもって婦人会の解散が報告された。
　昭和21年に発足して以来77年間にわたり
食育や交通安全活動、環境問題への取組な
ど社会貢献活動や女性の社会的地位向上を
目指す活動に取り組んできた。　
　婦人会としては解散となったが、廃油を利
用した石けん造り活動は継続される。
　これまでの活動に敬意を表するとともに、
今後のそれぞれの活動に期待したい。

〇〇課報告

宇美町連合婦人会解散　～77年間の活動に幕～

〇〇課報告「のるーと宇美」ＡＩ搭載型バスの利用状況について 水利が乏しい早見工業団地での火災を想定
宇美町消防団春の防火演習を視察

　2月16日（木）に開かれた総務建設常
任委員会で、入札・随意契約結果報告
が行われた。
　町道長谷～松ケ本線は貴船自治会
から宇美小学校への通学路に指定さ
れているが、歩道の幅が数十センチし
かない部分があり、これまでに一般質
問や予算・決算審査等で繰り返し危険
性を指摘してきた。
　3月末で歩道改良が完了、新学期に
も間に合い、子どもたちが安心して通
学できるようになった。

町道長谷～松ケ本線歩道改良工事

令和5年4月3日ＪＲ宇美駅前に冷暖房完備の
快適な待合室が開設された
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ホームページ
こちらにアクセス！

保護者、在校生、来賓からの温かい拍手で緊張も少し
ほぐれた様子。「部活と勉強を頑張り、友達もたくさん作って、充実した

中学生活を送りたいです」 

早見保育園でお
世話になった先生
に、新入生が入学
の報告にやってきま
した。担任だった吉
岡先生は「立派に
なった卒園生に会
えてとても嬉しかっ
たです。これからも
保育園に遊びに来
てくださいね」と目を
細めていました。

888126

桜原小学校の校門前で、6年生が「早く学校生活に慣
れてね。わからないことがあったら何でも聞いてね」と笑
顔で呼びかけていました。

議会中継サイト
こちらから

　　

議会は年４回（３月・６月・９月・１２月）
定例会が開かれます。

町ホームページからは本会議の生中継が
ご覧いただけます。

傍聴する場合は、役場３階の傍聴席入り口で
住所・氏名を記入ください。

　4月12日（水）に中学校、13日（木）に小学校の
入学式が行われました。
　新入生はマスクを外しての入学式で、恥ずかしい
気持ちもあってか、緊張した面持ちでした。
　新しい環境に慣れて、楽しい学校生活を送ってほ
しいと願っています。


